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第１章　総則
第１条（定義）

１.小田急電鉄株式会社（以下「当社」といいます。）と三菱
UFJニコス株式会社（以下「三菱UFJニコス」といいます。）
が提携して発行するVisaブランドのカードを「OPクレジ 
ット・Visa」、MastercardRブランドのカードを「OPク
レジット・MastercardR」といいます。

２.OPクレジット・VisaまたはOPクレジット・MastercardRを 
「カード」といいます。

３. 当社および三菱UFJニコスを「両社」といいます。
４. Visa Worldwide Pte. Limited（以下「Visa Worldwide」

といいます。）と提携したクレジットカード会社または金融
機関と契約した国内もしくは国外のVisaカード取り扱い店
舗・施設等を「Visa加盟店」、Mastercard Asia/ 
Pacific Pte. Ltd.（以下「Mastercard」といいます。）と提
携したクレジットカード会社または金融機関と契約した国
内もしくは国外のMastercardR取り扱い店舗・施設等を

「MastercardR加盟店」、当社と契約したカード取り扱い 
店舗・施設等を「小田急加盟店」といいます。
Visa加盟店、MastercardR加盟店、小田急加盟店を総称
して、「加盟店」といいます。

第２条（会員）
１. 両社に対し、両社所定の入会申込書等において本規約を承

認のうえ、両社が発行するカードに入会を申し込まれた方
で両社が審査のうえ入会を認めた方を本会員といいます。
本会員は、カードの利用および管理等により生じる一切の
債務について責任を負うものとします。

２. 本会員が代理人として指定した家族で、本規約を承認のう
え両社に対して家族会員として入会を申し込み、両社が入
会を認めた方を家族会員といいます。

３. 本会員は、両社が家族会員用に発行するカード（以下「家
族カード」といいます。）および当該家族カードに係る第３
条第１項に定めるカード情報（以下、総称して「家族カー
ド等」といいます。）を本規約に基づき、本会員の代理人
として家族会員に利用する権限（以下「本代理権」といい
ます。）を授与することができるものとし、家族会員は、
本規約に基づき本会員の代理人として家族カード等を利用
することができるものとします。なお、本会員は、家族会
員に対する本代理権の授与について、撤回、取消または無
効等の消滅事由がある場合は、第４３条第４項の規定に従い、
家族会員による家族カード利用の中止を届け出るものとし
ます。本会員は、この届出以前に本代理権が消滅したこと
を両社に対して主張することはできません。  

４. 家族会員による家族カードの利用はすべて本会員の代理人
としての利用となります。当該家族カードの利用に基づく
一切の支払債務は、本会員に帰属し、家族会員はこれを負
担しないものとします。また、本会員は自ら本規約を遵守
するほか、善良なる管理者の注意をもって家族会員をして
本規約を遵守させる義務を負うものとし、本会員自ら本規
約を遵守しなかったこと、または家族会員が本規約を遵守
しなかったことにより生じた当社または三菱UFJニコスの
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損害（家族カード等の管理に関して生じた損害を含みます。）
を賠償するものとします。

５. 家族会員は、両社が家族カード等の利用内容・利用状況等
を本会員に対し通知することを予め承諾するものとします。

６. 本会員は、家族会員による家族カードの利用を中止させる場
合は、第43条第4項所定の方法により、両社に届け出るものと
します。なお、この届出があった場合であっても家族会員
が家族カード等を利用した場合には、本会員は当該家族カ 
ード等の利用に基づく支払義務を免れることはできません。

７. 本会員と家族会員をあわせて会員といいます。
８. 会員と両社との契約は両社が入会を認めた時に成立するも

のとします（以下「本契約」といいます。）。
９. 会員には、ゴールド会員、一般会員等の種類（以下「会員

種類」といいます。）があります。会員種類によりカード
の利用可能枠、利用範囲、利用方法等が異なります。

10.本規約において、第3章のうち当社が提供するショッピン
グ利用については本会員と当社の間に債権債務が発生する
ものとし、三菱UFJニコスが提供する金融サービスについ
ては、本会員と三菱UFJニコスの間に債権債務が発生する
ものとします。

11.OPクレジット・Visa会員は、Visa加盟店および小田急加
盟店において、OPクレジット・MastercardR会員は、
MastercardR加盟店および小田急加盟店において、当社
が提供するショッピング機能を利用できるものとします。

第３条（カードの貸与）
1. 当社は、会員本人に対し、両社が発行するカードを貸与し

ます｡カードには、ICチップが組み込まれたICカード（以
下「ICカード」といいます。）を含みます。カードの表面
には会員氏名・会員番号・小田急お客さま番号・カードの
有効期限等(以下｢会員番号等｣といいます｡）が表示されま
す。また、カードの裏面には、セキュリティコード（サイ
ンパネルに印字される末尾 3 桁の数値をいいます。会員番
号等とセキュリティコードをあわせて「カード情報」とい
います。）が表示されています。

２. 会員は、カードを貸与されたときにカード情報を確認のう
え、直ちに当該カードの所定欄に自己の署名を行わなけれ
ばなりません。カードは、カード上に表示された会員本人
以外は使用できません。

3. カードの所有権は当社にあります。会員は、善良なる管理
者の注意をもってカードおよびカード情報を使用し、管理
しなければなりません。また、会員は、他人にカードを貸
与・預託・譲渡・担保提供・寄託その他の処分をなすこと
や、他人にカード情報を預託もしくは利用させることはで
きません。

4. 本条の規定に違反して、カードまたはカード情報が利用さ
れた場合、本会員はその利用によって生ずる一切の債務に
ついて支払いの責を負うものとします。ただし、家族会員
が前項に違反したことにより、当社、三菱UFJニコスまた
はその他の第三者に損害を与えた場合の損害賠償責任につ
いては、当該家族会員自身も負うものとします。



第４条（カードの再発行）
１. 両社は、カードの盗難・紛失・破損・汚損またはカード情

報の消失、不正取得、改変等の場合には、会員が両社所定
の届けを提出し、両社が審査のうえ適当と認めた場合に限
り、カードを再発行します。この場合、本会員は、自己に
貸与されたカードの他家族カードの再発行についても当社
所定の再発行手数料を支払うものとします。

２. 両社は、両社におけるカード情報の管理、保護等業務上必
要と判断した場合、会員番号・小田急お客さま番号の変更が
できるものとし、会員は予めこれを承諾するものとします。

３. 会員は、新しいカードの送付を受けたときは、両社が特に
指示した場合を除き、従前のカードは、直ちに会員の責任
においてカードの磁気ストライプ部分が（ICカードの場合
はICチップ部分も同様に）切断されるような形で切断し、
使用不能の状態にして処分しなければなりません。なお、
カードの有効期限内におけるカード利用による支払いにつ
いては、有効期限経過後といえども本規約を適用します。

第５条（カードの機能）
１. 会員は、本規約に定める方法・条件によりカードを利用す

ることによって、第３章に定める機能、その他当社または
三菱UFJニコスが別途書面により通知するサービス・機能
を利用することができます。

２. ショッピング利用は、会員が加盟店（第１条第４項に定める
ものをいいます。以下同じです。）から商品・権利を購入し、
または役務の提供を受けることの代金につき、会員が当社
に対して、加盟店に対する支払いを会員に代わって行うこ
とを委託することができる機能です。当社は、会員に対し
て、会員からの委託に基づき、加盟店に対して、代金を支
払うサービスを提供します。

第６条（付帯サービス）
１. 会員は、当社、三菱UFJニコスまたは当社もしくは三菱

UFJニコスが提携する第三者（以下「サービス提供会社」
といいます。）が提供するカード付帯サービスおよび特典
(以下、総称して｢付帯サービス｣といいます｡）を当社、三
菱UFJニコスまたはサービス提供会社所定の方法により利
用することができます。会員が利用できる付帯サービスお
よびその内容については、当社または三菱UFJニコスがホ 
ームページその他の所定の方法により会員に対し通知また
は公表します。

２. 会員は、付帯サービスの利用等に関する規約等がある場合
はそれに従うものとし、また付帯サービスを利用できない
場合があることを予め承諾するものとします。

３. 会員は、当社、三菱ＵＦＪニコスまたはサービス提供会社
が必要と認めた場合には、当社または三菱ＵＦＪニコスが
付帯サービスの全部または一部について、会員への予告ま
たは通知なしに変更、中止または利用停止の措置をとる場
合があることを予め承諾するものとします。

４. 会員は、カードの有効期限の経過、退会、会員資格取消等
により会員資格を喪失した場合等には、当然に付帯サービ
スを利用することができなくなることを予め承認するもの
とします。
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第７条（カードの有効期限）
１. カードの有効期限は両社が指定した、カードの表面に表示

された年月の末日までとします。
２. 両社は、カードの有効期限までに退会の申し出のない会員

で、両社が審査のうえ引き続き会員として認める場合、両
社所定の時期に有効期限を更新した新たなカード(以下｢更
新カード｣といいます｡）と会員規約を送付します。

３. 会員は、有効期限経過後のカードを自らの責任において直
ちにカードの磁気ストライプ部分が（ICカードの場合はIC
チップ部分も同様に）切断されるような形で切断・破棄す
るものとします。また、カードの有効期限内におけるカー
ド利用による支払いについては、有効期限経過後といえど
も、本規約を適用するものとします。

第８条（暗証番号）
１. 会員は、カードの暗証番号（４桁の数字）を入会申し込み時

に両社に届け出のうえ、両社に登録するものとします。
２. 当社は、会員から暗証番号の届け出がない場合には、当社

所定の方法により暗証番号を両社に登録するものとします。
３. 当社は、両社に登録した暗証番号が会員本人の生年月日・

電話番号・自宅の番地等、他人に推測されやすく暗証番号
として不適切と当社が判断した場合には、当社所定の方法
により暗証番号を変更することができるものとします。

４. 会員は、暗証番号を他人に知られないように善良なる管理
者の注意をもって管理するものとします。また、カード利
用にあたり、登録された暗証番号が使用されたときは、本
会員はその利用によって生ずる一切の債務について支払い
の責を負うものとします。ただし、登録された暗証番号の
管理について、会員に故意または過失がないと両社が認め
た場合には、この限りではありません。なお、家族会員が
本項に違反したことにより、当社、三菱UFJニコスまたは
その他の第三者に損害を与えた場合の損害賠償責任につい
ては、当該家族会員自身も負うものとします。

５. 会員は、当社所定の方法により申し出ることにより、暗証
番号を変更することができるものとします。ただし、ICカ 
ードの暗証番号を変更する場合は、カードの再発行手続き
が必要となります。

第９条（年会費）
１. 本会員は、本規約末尾に記載の当社所定の年会費および消費

税を、カード送付時等に指定する年会費請求月に、当社に
対し、カード利用代金と同様の方法で支払うものとします。
ただし、入会２年度目以降の年会費は、毎年の年会費請求月
の前月１５日から過去１年遡った期間内にショッピング利用の
合計額が当社所定の金額以上あり、かつその期間内に売上
票が当社へ到着している場合には、当社が負担します。な
お、合計額は、本会員と家族会員の利用代金の合算とします。

２. 年会費が約定支払日（第３８条に定めるものをいいます。以
下同じです。）に支払われなかった場合は、翌月以降の約
定支払日に請求されることがあります。なお、本会員は、
支払済みの年会費について、退会または会員資格の喪失と
なった場合その他理由のいかんを問わず返還されないこと
を予め承諾するものとします。
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第10条（届出事項の変更）
１. 会員は、会員が両社に届け出た氏名・住所・電話番号・取
引目的・職業・勤務先・第３８条に定める支払い口座・暗証
番号・家族会員等（以下「届出事項」といいます。）につ
いて変更があった場合には、両社所定の方法により遅滞な
く両社に届け出るものとします。また、会員は、法令等の
定めによるなど、両社が年収の申告（収入証明書の提出を
含みます。）を求めた場合、両社所定の方法により遅滞な
く両社に届け出なければなりません。

２. 前項の届け出がなされていない場合でも、両社は、それぞ
れ適法かつ適正な方法により取得した個人情報その他の情
報により、届出事項に変更があると合理的に判断したとき
は、当該変更内容に係る前項の届け出があったものとして
取り扱うことがあります。なお、会員は、両社の当該取り
扱いについて異議を述べないものとします。

３. 本条第1項の届け出がないため、当社または三菱UFJニコ
スからの通知または送付書類その他のものの到着が遅れ、
あるいは到着しなかった場合には、通常到着すべき時に到
着したものとみなします。ただし、前項の変更の届け出が
行われなかったことについて、やむを得ない事情があった
場合には、この限りではないものとします。

第11条（会員種類の変更）
１. 本会員が申し出、両社が審査のうえ承認した場合、会員種
類を変更することができます。また、本会員が新たに別の
会員種類を指定して両社に入会を申し込んだ場合は、会員
種類の変更の申し出があったものとして取り扱われること
があります。

２. 会員種類が変更になった場合、家族会員等の契約、利用中
の機能・サービス等が引き継がれないことがあります。ま
た、新たな会員種類に定められた利用可能枠、利用範囲、
利用方法、手数料率、利率等が適用されるものとします。

第12条（取引時確認）
１. 両社は、「犯罪による収益の移転防止に関する法律」に基づく
取引時確認（本人特定事項（氏名・住居・生年月日）、取引
目的および職業等の確認）の手続きが、両社所定の期間内
に完了しない場合は、入会をお断りすることや会員資格の
取消、またはカードの全部もしくは一部の利用を停止する
場合があります。

２. 会員は、会員が「犯罪による収益の移転防止に関する法律」
に規定する国家元首、重要な地位を占める者もしくはこれ
らの者であった者またはその者の家族に該当する場合また
は該当することとなった場合は、両社所定の方法により遅
滞なく両社に届け出なければなりません。

第13条（業務委託）
１. 会員は、両社が両社の指定する委託先に対して、次の業務
を委託することを、予め承諾するものとします。
（１）カードの入会申込の受付および申込の記載内容の確認
（２）カード入会および利用に関する問い合わせの取り次ぎに
かかわる業務

２. 会員は、当社または三菱UFJニコスが当社または三菱UFJ
ニコスの指定する委託先に対して次の業務を委託すること
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を予め承諾するものとします。
（1）カードの入会申込の受付および入会の承認、会員資格の

審査にかかわる業務
（2）カードの交付にかかわる業務
（3）カードの利用の承認の判定およびカード利用可能枠の増

減にかかわる業務
（4）カード利用代金および手数料等の金額の通知にかかわる

業務
（5）前号の金額の口座振替・代金の入金案内・収納およびカ 

ード回収にかかわる業務
（6）カードの情報処理・電算機処理業務およびこれらに付随

する業務
（7）カードの盗難・紛失連絡の受付・登録および各種届出事

項の変更に関する受付・登録にかかわる業務
（8）カード利用に関する問い合わせにかかわる業務
（9）その他カードにかかわる業務のうち当社または三菱UFJ

ニコスが指定したもの
3. 会員は、両社、当社または三菱UFJニコスの指定する委託先が

本条第1項および第2項の業務を再委託することを予め承諾
するものとします。

4. 会員は、両社、当社または三菱UFJニコスが本条第1項およ
び第2項の委託業務の範囲を追加・変更することがあるこ
とを、予め承諾するものとします。

第２章　個人情報の取り扱い
第14条（個人情報の収集、保有、利用、預託、提供）

1. 会員および入会を申し込まれた方（以下､総称して「会員
等」といいます｡）は、当社または三菱UFJニコスもしくは
両社が下記第1号に定める会員等の個人に関する情報につ
いて必要な保護措置を行ったうえで、以下のとおり取り扱
うことを、予め同意するものとします。

（1）本契約（本申し込みを含みます。以下同じです。）を含
む当社または三菱UFJニコスもしくは両社との取引に関
する与信判断および与信後の管理のために、以下の個人
に関する情報（以下｢個人情報｣といいます｡）を収集し、
保有し、利用すること。
①氏名・生年月日・性別・住所・電話番号（ショートメッ

セージサービスの送信先番号を兼ねる）・勤務先・電子
メールアドレス・家族構成・住居状況・運転免許証等
の記号番号等、取引目的、職業、その他会員等が入会
申込時および第1０条等に基づき入会後に届け出た事項

②入会申込日・入会承認日・有効期限・利用可能枠等、
会員等と両社の契約内容に関する事項（本申し込みの
事実を含みます。）

③会員のカードの利用内容、支払い状況、電話等での問い
合わせ内容および与信判断や債権回収その他の与信後
の管理の過程において両社が知り得た事項

④会員等が入会申込時および入会後に届け出た収入・負
債その他当社または三菱UFJニコスが収集したカード
利用・支払い履歴

⑤本人確認資料、収入証明書等、法令等に基づき取得が
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義務付けられ、または認められることにより会員等が
提出した書類の記載事項
⑥当社または三菱UFJニコスが適正かつ適法な方法で収
集した住民票等公的機関が発行する書類の記載事項
⑦電話帳、住宅地図、官報等において公開されている情報
⑧インターネット等によるオンライン取引等の通信手段
を用いた非対面取引で、会員が小田急加盟店における
購入画面等に入力した氏名、電子メールアドレス、電
話番号、商品等送付先住所および請求先住所等の取引
情報（以下「オンライン取引情報」といいます。）
⑨インターネット等によるオンライン取引等の通信手段
を用いた非対面取引で、会員が当該オンライン取引の
際に使用したパソコン、スマートフォンおよびタブ
レット端末等の機器に関する情報（OSの種類・言語、
IPアドレス、位置情報、端末識別番号等）（以下「デ
バイス情報」といいます。）

（2）以下の目的のために、個人情報を利用すること。
　ただし、会員が本号②に定める新商品、新機能、新サー
ビス等の開発および市場調査を目的としたアンケート用
の書面その他の媒体の送付および本号③に定める営業案
内での利用について当社または三菱UFJニコスに中止を
申し出た場合、両社は、業務運営上支障がない範囲でこ
れを中止するものとします。（中止の申し出は本規約末
尾に記載のご相談窓口へ連絡するものとします。）
①カードの機能、付帯サービス等の提供
②当社または三菱UFJニコスもしくは両社のクレジット
カード事業、その他の当社または三菱UFJニコスもし
くは両社の事業における新商品、新機能、新サービス
等の開発および市場調査
　なお、両社の事業の具体的内容については、両社それ
ぞれのホームページにてご案内しております。
当社ホームページ
　https://www.odakyu.jp/
三菱UFJニコスホームページ
　https://www.cr.mufg.jp
③両社の事業における宣伝物の送付または電話・電子
メールその他の通信手段等の方法による、次に記載す
る会社、店舗、施設等の営業案内、および貸付の契約
に関する勧誘
ア．当社
イ．三菱UFJニコス
ウ．加盟店
④刑事訴訟法第197条第2項に基づく捜査関係事項照会そ
の他各種法令に基づき公的機関・公的団体等から提出
を求められた場合の公的機関・公的団体等への提供

（3）本契約に基づく両社、当社または三菱UFJニコスの業務
を第三者に委託する場合に、業務の遂行に必要な範囲で、
個人情報を当該業務委託先に預託すること。

（4）会員等がカードをオートチャージ対象カードとして株式
会社パスモの発行するオートチャージ用PASMOを申し
込み、株式会社パスモが承認した場合、オートチャージ
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用PASMOの発送および手続き上の連絡の利用目的のた
め、当社が本条第 １ 項第 １ 号①の住所を株式会社パスモ
に提供すること。また、会員等のPASMOへの登録およ
びPASMO取扱規則、オートチャージサービス取扱規則
に定める利用目的に使用するため、当社が本条第 １ 項第
１号①の性別、生年月日、および電話番号を株式会社パスモ
に提供すること。ならびに、申し込んだPASMOでのオート
チャージサービスに係る利用代金の決済の利用目的のため
に、カードの申し込みにより発行される会員等のカード番
号、有効期限を当社が株式会社パスモに提供すること。

２. 会員は、両社が各々の与信判断および与信後の管理のため
に、本条第１項第１号に定める個人情報を相互に提供するこ
とを予め同意するものとします。

第15条（個人信用情報機関の利用および登録）
１. 本会員および本会員として入会を申し込まれた方（以下､
総称して｢本会員等｣といいます｡）は、当社または三菱
UFJニコスが利用・登録する個人信用情報機関（個人の支
払能力に関する情報の収集および加盟会員に対する当該情
報の提供を業とする者）について、以下の目的のために本
会員等の個人情報が取り扱われることを予め承諾するもの
とします。
（１）本会員等の支払能力の調査のために、両社がそれぞれ加
盟する個人信用情報機関（以下「加盟個人信用情報機関」
といいます。）および当該機関と提携する個人信用情報
機関（以下「提携個人信用情報機関」といいます。）に
照会し、本会員等の個人情報が登録されている場合には
これを利用すること。

　なお、登録されている個人情報には、不渡情報、官報等
において公開されている情報、登録された情報に関し本
人から苦情を受け調査中である旨の情報、本人確認資料
の紛失・盗難等本人より申告された情報等、加盟個人信
用情報機関および提携個人信用情報機関のそれぞれが収
集し登録した情報を含みます。

（２）加盟個人信用情報機関に、本会員等の本契約に関する客
観的な取引事実に基づく個人情報および当該機関が独自
に収集した情報が本規約末尾の「登録情報および登録期
間」表に定める期間登録され、当該機関および提携個人
信用情報機関の加盟会員が、自己の与信取引上の判断
（本会員等の支払能力の調査または転居先の調査をいい
ます。ただし、割賦販売法および貸金業法等により、支
払能力に関する情報については支払能力の調査の目的に
限ります。）のためにこれを利用すること。

（3）前号により加盟個人信用情報機関に登録されている個人
情報について、個人情報の正確性および最新性の維持、
苦情処理、加盟会員に対する規制遵守状況のモニタリン
グ等加盟個人信用情報機関における個人情報の保護と適
正な利用確保のために必要な範囲において、加盟個人信
用情報機関および当該機関の加盟会員が個人情報を相互
に提供し、利用すること。

２. 加盟個人信用情報機関および提携個人信用情報機関は、本
規約末尾に記載の個人信用情報機関とし、各加盟個人信用

　8



情報機関に登録する情報は本規約末尾の「登録情報および
登録期間」表に定める事実とします。なお、当社または三
菱UFJニコスが新たに個人信用情報機関に加盟する場合に
は、会員に対し、書面その他の方法により通知のうえ同意
を得るものとします。

第16条（個人情報の開示、訂正、削除）
１. 会員等は、当社、三菱UFJニコスおよび加盟個人信用情報機
関に対して、当社、三菱UFJニコスおよび加盟個人信用情報
機関がそれぞれ保有する自己に関する個人情報を開示する
よう請求できます。なお、開示請求は以下に連絡するもの
とします。
（１）当社への開示請求：本規約末尾に記載の当社相談窓口へ
（2）三菱UFJニコスへの開示請求：本規約末尾に記載の三菱
UFJニコス相談窓口へ

（3）加盟個人信用情報機関への開示請求：本規約末尾に記載
の各加盟個人信用情報機関へ

2. 開示請求により、万一登録内容が不正確または誤りである
ことが明らかになった場合、両社は速やかに訂正または削
除に応じるものとします。

第17条（個人情報の取り扱いに関する不同意）
両社は、会員等が入会の申し込みに必要な事項の記載を希
望されない場合、または本章に定める個人情報の取り扱いに
ついて承諾しない場合は、入会をお断りすることや、退会の
手続きを取ることがあります。
なお、第１４条第１項第2号②に定める新商品、新機能、新サー
ビス等の開発および市場調査を目的としたアンケート用の書
面その他の媒体の送付および同③に定める当社、三菱UFJニ
コスまたは加盟店等の営業案内での利用に対する中止の申し
出があっても、入会をお断りすることや退会の手続きを取る
ことはありません。
（本条に関する申し出は本規約末尾に記載のご相談窓口へ連
絡するものとします。）
第18条（契約不成立時の個人情報の取り扱い）
両社が入会をお断りする場合であっても、入会申込の事実
は、お断りする理由のいかんを問わず、第１４条に定める目的
（ただし、第１４条第１項第2号②に定める市場調査を目的とし
たアンケート用の書面その他の媒体の送付および同③に定め
る当社、三菱UFJニコスまたは加盟店等の営業案内を除きま
す。）および第１５条の定めに基づき一定期間利用されますが、
それ以外に利用されることはありません。
第19条（退会者の個人情報の取り扱い）
両社は、第４3条に定める退会の申し出または会員資格の喪
失後も、第１４条に定める目的（ただし、第１４条第１項第2号②
に定める市場調査を目的としたアンケート用の書面その他の
媒体の送付および同③に定める当社、三菱UFJニコスまたは
加盟店等の営業案内を除きます。）および開示請求等に必要
な範囲で、法令等または両社が定める所定の期間個人情報を
保有し、利用します。
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第３章　ショッピング利用、金融サービス
第20条（標準期間）

本規約においては、前月１６日から当月１５日までを標準期間
といいます。
第21条（利用可能枠、カードローン利用可能枠）

１. 当社は、本会員に対して、カード利用可能枠、リボルビン
グ・分割払い利用可能枠を、三菱UFJニコスは、本会員に
対してキャッシングサービス利用可能枠（以下、カード利
用可能枠、リボルビング・分割払い利用可能枠、キャッシ
ングサービス利用可能枠を総称して｢利用可能枠｣といいま
す｡）およびカードローン利用可能枠を審査のうえ決定し
ます。会員は、本会員および家族会員による第27条ないし
第30条に定めるリボルビング払いおよび分割払いに係る
ショッピング利用代金の未払債務の合計額が、リボルビン
グ・分割払い利用可能枠を超えない範囲で、ショッピング
利用代金の支払方式を分割払いまたはリボルビング払いに
指定することができます。また、当社は、会員のカード利
用状況および本会員の信用状況等に応じて、カード利用可
能枠およびリボルビング・分割払い利用可能枠を増額また
は減額することができるものとします。ただし、本会員よ
り増額を希望しない旨の申し出があった場合には増額しな
いものとします。
また、三菱UFJニコスは、キャッシングサービス利用可能
枠およびカードローン利用可能枠を会員のカード利用状況
および本会員の信用状況等に応じて、減額することができ
るものとします。

2. 当社は、本条第１項に定めるカード利用可能枠、リボル
ビング・分割払い利用可能枠とは別に、割賦販売法に定め
る「包括信用購入あっせん」に該当するカード取引（以
下「割賦取引」といいます。）の利用可能枠（以下「割賦
取引利用可能枠」といいます。）を定める場合があります。
割賦取引利用可能枠は、当社が発行するすべてのクレジッ
トカード（ただし、「OPクレジット・Visa」、「OPクレジッ
ト・MastercardR」に限ります。以下「全ブランドカード」
といいます。）に共通で適用されるものとします。会員は、
全ブランドカードによる、2回払い、ボーナス一括払い、
分割払い（含むボーナス併用分割払い）、リボルビング払
い（含むボーナス併用リボルビング払い）、およびその他
の割賦取引に係る、本会員および家族会員によるショッ
ピング利用代金の未払債務の合計額が、割賦取引利用可
能枠を超えてはならないものとします。また、当社は、
会員のカード利用状況および本会員の信用状況等に応じ
て、割賦取引利用可能枠を増額または減額できるものと
します。

3. 会員は、当社または三菱UFJニコスが認めた場合を除き、
利用可能枠、割賦取引利用可能枠またはカードローン利用
可能枠を超えてカードを利用してはならないものとします。
なお、本会員は利用可能枠、割賦取引利用可能枠またはカ 
ードローン利用可能枠を超えるクレジットカード利用（家
族会員による家族カードの利用を含みます。）についても
当然に支払い義務を負うものとし、リボルビング・分割払
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い利用可能枠または割賦取引利用可能枠を超えてカード利
用をした場合、この利用可能枠を超えた金額は、当社また
は三菱UFJニコスからの請求により、一括して直ちにお支
払いいただきます。

４. 本会員が当社から複数枚のカードの貸与を受けた場合には、
それら複数枚のカード全体における利用可能枠およびカー
ドローン利用可能枠（以下「総合与信枠」といいます。）は、
原則として各カードごとに定められた利用可能枠およびカ 
ードローン利用可能枠のうち最も高い金額となり、それら
複数枚のカードにおける利用可能枠およびカードローン利
用可能枠の合計金額にはならないものとします。ただし、
総合与信枠の金額にかかわらず、各カードにおける利用可
能枠は、当該カードについて個別に定められた金額とします。

５. 本会員が当社からカード以外のOPクレジット（OPクレジ 
ット・JCB／JALカード OPクレジット）の貸与を本会員
として受けており、かつ同カードにおいて、割賦取引利用
可能枠に相当する利用可能枠が設定されている場合、もし
くは割賦取引の未払債務が存在する場合には、カードでは
割賦取引利用可能枠の利用はできないものとします。

６. 当社または三菱UFJニコスは、入会後においても、貸金業
法その他法令等の定めにより、収入を証明する書面、その
他の必要な資料の提出を求める場合があり、本会員はその
求めに応じるものとします。なお、会員が当社または三菱
UFJニコスの求めに応じないときは、当社または三菱UFJ
ニコスは会員資格の取消、カードの全部もしくは一部の利
用停止または利用可能枠の引下げ等の措置をとることがで
きるものとします。

７. 当社または三菱UFJニコスは、会員のカード利用における
利用金額または利用頻度が、当社が把握する会員の年収情
報や職業、年齢等の属性情報等から想定される利用金額ま
たは利用頻度を大きく超えるなど、会員のカードの利用内
容が不自然であると判断された場合には、会員のカードの
利用目的、利用先、購入商品（役務）の内容、カード利用
代金の支払原資その他当社または三菱UFJニコスが必要と
認める事項について調査を行うことができます。この場合、
当社または三菱UFJニコスは、会員に対して、かかる事項
について説明および資料の提出を求める場合があり、会員
は、これに応じる義務を負うものとします。なお、会員が
当社または三菱UFJニコスの求めに応じなかった場合には、
当社または三菱UFJニコスは、会員資格の取消、カードの
全部もしくは一部の利用停止、利用可能枠の引下げまたは
付帯サービスの全部もしくは一部の利用停止等の措置をと
ることができるものとします。

第22条（手数料率、利率の計算方法等）
１. 手数料、利息、遅延損害金の計算方法については、本規約

において別途定める場合を除き、１年を３６５日とする日割方
式とします。

２. 両社は、金融情勢の変化等により、本規約およびその他の
諸契約に基づくカード利用に係る手数料率および利率を変
更することがあります。この場合、第５２条にかかわらず、
改定後の手数料率・利率は、利用残高の全額に対して適用
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します。ただし、分割払いに対する手数料率については、
当該分割払いを指定した時点の手数料率が適用されるもの
とします。

第23条（ショッピングの利用）
１. 会員は、加盟店において、本条第2項ないし第4項に定める
方法または両社が特に認める方法により、本条その他両社
所定の定めに従い、会員と加盟店との間で直接現金決済を
行わずに、加盟店に対する支払いを当社に対して委託する
ことにより、加盟店から商品もしくは権利を購入し、また
は役務の提供等を受けることができます（以下「ショッピ
ング利用」といいます。）。会員が加盟店においてカードを
利用したことにより、会員の加盟店に対する支払いにつ
き、会員が当社に対して弁済委託を行ったものとみなし、
当社は、自らまたは第三者を介して、加盟店に対して、会
員に代わって立替払いを行います。

2. 会員は、加盟店の店頭（自動精算機の場合を含みます。）
において、三菱UFJニコス所定の方法により、カードを提
示し、または非接触ICカード等を所定の機器にかざし、加
盟店の指示に従って所定の売上票にカードの署名と同一の
自己の署名をすることにより、ショッピング利用を行うこ
とができます。なお、売上票への署名にかえて加盟店に設
置されている端末機に暗証番号を入力する等所定の手続き
を行うことにより、または売上票への署名や端末機への暗
証番号の入力を省略して、ショッピング利用ができること
があります。

３. 通信販売等、当社または三菱UFJニコスが特に認めた場合
には、会員は、当社または三菱UFJニコスが指定する方法
によりカードの提示、売上票への署名等を省略することが
できます。

4. 会員は、通信料金等当社または三菱UFJニコスが特に認め
た所定の継続的サービスについて、会員が会員番号等を事
前に加盟店に登録することで、当該サービスの提供を継続
的に受けることができます。この場合において、退会その
他の事由による会員資格の喪失、会員番号の変更、その他
当該登録内容に変更等があったときは、会員は加盟店へ通
知するものとし、当該通知を怠ったことによる不利益は会
員が負担するものとします。また、会員は、会員番号等の
変更があり、かつ当該変更後においても当該サービスの対
価をカードで決済するために当該変更に係る情報（以下
「変更情報」といいます。）を加盟店に通知することが必要
であると当社または三菱UFJニコスが判断したときは、当
社または三菱UFJニコスが会員に代わって当該変更情報を
加盟店に通知することを予め承諾するものとします。

５. 当社または加盟店が特に定める利用金額、金券類等の一部
の商品・権利・サービスについては、ショッピング利用が
制限され、または利用ができない場合があります。また、
カードの利用に際して、利用金額・商品・権利・サービス
の種類によっては、当社の承認が必要となることがありま
す。この場合、加盟店が当社に対して照会するものとし、
会員はこれを予め承認するものとします。

６. ショッピング利用のためにカード（カード情報を含みます。

　12



以下本項において同じです。）が加盟店に提示または通知
された際、カードの第三者による不正使用を防止する目的の
ために、当社または三菱UFJニコスが当該加盟店より依頼
を受けた場合、当社または三菱UFJニコスにおいて会員の
会員番号・氏名・自宅住所・電話番号その他当該ショッピング
利用の申込者が加盟店に届け出た情報と会員が両社に届け
出ている個人情報を照合し、一致の有無を当該加盟店に対し
て回答する場合があることを、会員は予め承認するものとし
ます。

７. 当社は、約定支払額（第３８条に定めるものをいいます。以
下同じです。）が約定支払日に支払われなかった場合、本
会員の当社または三菱UFJニコスに対する一切の債務の全
部または一部について延滞が発生している場合、その他会
員の利用状況および本会員の信用状況等により会員の
ショッピング利用が適当でないと判断した場合には、
ショッピング利用をお断りすることがあります。

８. 当社が特に定める商品等については、カードを利用できな
い場合があります。

９. 家族会員が家族カード等を利用してショッピング利用した
場合、家族会員は本会員の代理人として当該加盟店との間
でそれらに係る契約を行ったものとみなし、当該契約に基
づく債務は本会員が負担するものとします。

10.会員は、現金を取得することを目的として商品・権利の購
入または役務の提供などにカードのショッピング枠、ショッ
ピング残高枠を利用すること（以下「ショッピング枠現金化」
といいます。）はできません。なお、ショッピング枠現金化
には以下の方式等がありますが、現金を取得することを目
的とするショッピング利用である限り、方式のいかんにか
かわらず、禁止の対象となります。
（1）商品・権利の購入、役務の提供の対価として、合理的な
金額以上の対価を、カードを利用して支払い、加盟店等
から現金または現金に類似するものの交付を受ける方式

（2）商品・権利等を購入し、その対価を、カードを利用して
支払ったうえで、当該商品・権利等を当該商品・権利等
を購入した加盟店その他の第三者に有償で譲渡する方式

（３）現行紙幣もしくは貨幣、またはこれらが含まれる商品等
をカードを利用して購入する方式

第24条（立替払いの委託等）
1. 会員は、前条第1項の定めのとおり、加盟店においてカー
ドを利用したことにより、当社に対して弁済委託を行った
こととなります。会員は、当社が会員からの委託に基づき、
会員の加盟店に対する支払いを代わりに行うために、以
下の方法をとることについて、予め異議なく承諾するもの
とします。なお、加盟店への立替払いに際しては、当社ま
たは三菱UFJニコスが認めた第三者を経由する場合があり
ます。
（1）当社が小田急加盟店に立替払いすること
（2）三菱UFJニコスがVisa加盟店、MastercardⓇ加盟店に
立替払いしたうえで、当社が三菱UFJニコスに立替払い
すること

（３）三菱UFJニコスの提携会社または他の提携会社がVisa加
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盟店、MastercardⓇ加盟店に立替払いしたうえで、三菱
UFJニコスが当該提携会社に直接または他の提携会社を
通じて立替払いしたうえ、さらに当社が三菱UFJニコス
に立替払いすること

２. 本条第１項にかかわらず、当社が、会員の加盟店に対する
支払いを代わりに行うために、例外的に、当社、三菱UFJ
ニコス、三菱UFJニコスの提携会社または他の提携会社と
加盟店間の契約が債権譲渡契約となる場合があります。会
員は当該債権譲渡が行われることについて、予め異議なく
承諾するものとします。

３. 本会員は、当社または三菱UFJニコスがクレジットカード
利用から生じた債権を、債権の証券化を含む業務のために
当社または三菱UFJニコスの裁量で信託銀行・特定目的会
社・債権回収会社等の第三者に譲渡し、または担保に提供
すること、ならびに当社または三菱UFJニコスが譲渡した
債権を譲受人から再び譲り受けること、およびこれらにと
もない、債権管理に必要な情報を取得・提供することにつ
き、予め異議なく承諾するものとします。

第25条（商品の所有権・情報開示）
１. 会員がショッピング利用によって購入した商品の所有権は、

当社が加盟店または三菱UFJニコスに支払いした時点で加
盟店から当社に移転し、ショッピング利用代金の完済まで
当社に留保されることを、本会員は予め異議なく承諾する
ものとします。

２. 会員は、カード利用に係る債権の特定と内容確認のため、
カード利用により購入した商品・サービス・その他の取引
の内容およびそれに関する情報、通話先電話番号を含む通
話明細情報が、加盟店から当社に開示されることを承諾す
るものとします。ただし、通話明細情報については、会員
の事前の承諾を得た場合にのみ開示されるものとします。

第26条（ショッピング利用可能枠等）
１. 会員は、毎月１日から約定支払日までは、カード利用可能

枠から当日のカード利用残高（本会員分と家族会員分を合
算した当日のリボルビング・分割払い利用残高、前々月１６
日以降のショッピング利用代金およびキャッシングサービ
ス借入金額の合計金額）を差し引いた金額の範囲内でショ 
ッピング利用できます。また、毎月の約定支払日の翌日か
ら末日までは、カード利用可能枠から当日のカード利用残
高（本会員分と家族会員分を合算した当日のリボルビン
グ・分割払い利用残高、前月１６日以降のショッピング利用
代金およびキャッシングサービス借入金額の合計金額）を
差し引いた金額の範囲内でショッピング利用できます。た
だし、約定支払日の到来していない２回払いおよびボーナ
ス一括払いのショッピング利用代金は、当該カード利用残
高に含まれるものとします。

２. 会員は、リボルビング・分割払い利用可能枠から本会員分と
家族会員分を合算したリボルビング・分割払い利用残高を
差し引いた金額の範囲内でリボルビング払いおよび分割払
いを指定することができます。ただし、カード利用可能枠か
ら前項のカ−ド利用残高を差し引いた金額を限度とします。

３. 前２項にかかわらず、本会員が当社から複数枚のカードの
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貸与を受け第２１条第４項の適用を受ける場合、以下のとお
りとなります。

（１）本条第１項においてカード利用可能枠から差し引かれる
カード利用残高は、本条第１項に定めるカード利用残高
に本会員が保有する当社から貸与された複数枚のカード
および当社から貸与された複数枚のカードに係る規約に
基づき発行された家族カードのカード利用残高を合算し
た金額となります。

（２）本条第２項においてリボルビング・分割払い利用可能枠
から差し引かれるリボルビング・分割払い利用残高は、
本条第２項に定めるリボルビング・分割払い利用残高に
本会員が保有する当社から貸与された複数枚のカードお
よび当社から貸与された複数枚のカードに係る規約に基
づき発行された家族カードのリボルビング・分割払い利
用残高を合算した金額となります。

４. 前3項および本条以下において、「リボルビング・分割払い
利用残高」とは、リボルビング払いまたは分割払いに係る
ショッピング利用代金の元金の残高をいうものとし、リボ
ルビング払いの手数料・分割払手数料は含まれないものとし
ます。

第27条（ショッピング利用代金の支払区分）
１. 会員は、ショッピング利用の際に、１回払い・２回払い・ボ 

ーナス一括払い・リボルビング払い・分割払い（3回以上の
均等払いをいい、ボーナス併用の分割払いを含みます。）の
うちから、利用代金の支払い方法を指定することができま
す。ただし、２回払い・ボーナス一括払い・リボルビング払
い・分割払いは、当社が指定する加盟店においてのみ利用
できます。会員が支払い方法を指定されなかった場合には、
すべて１回払いを指定されたものとして取り扱われるものと
します。また、リボルビング払い・分割払いの場合、ショ 
ッピング利用代金に当社所定の手数料が加算されます。

２. 前項にかかわらず、会員は、以下の方式で、ショッピング
利用代金の支払い区分をリボルビング払いまたは分割払い
に指定することができます。ただし、いずれの場合でもキ 
ャッシングサービス、その他当社が指定するものには適用
されません。

（１）本会員が申し出、当社が認めた場合、以降のショッピング
利用代金の支払いを、すべてリボルビング払いとする方式

（２）加盟店におけるショッピング利用後、当社が別途定める
期日までに本会員が申し出、当社が認めた場合、当社が
指定した月の約定支払日から別の支払い区分を指定した
ショッピング利用代金をリボルビング払いまたは分割払
いに変更する方式

第28条（ショッピング利用代金の支払い）
本会員は、会員が標準期間においてショッピング利用を行 

った場合、第２４条に定める立替払いの有無にかかわらず、以
下のとおり支払うものとします。なお、加盟店によっては毎
月の売り上げ締切日（毎月１5日）が異なり、当該約定支払日以
降の約定支払日の支払いとなる場合があります。

（１）１回払いを指定した場合、当該ショッピング利用代金を、
標準期間満了日の属する月の翌月の約定支払日
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（2）2回払いを指定した場合、当該ショッピング利用代金の
半額（１円単位とし、端数が生じた場合は初回の約定支払
日に算入します。）を、標準期間満了日の属する月の翌
月および翌々月の約定支払日

（3）ボーナス一括払いを指定した場合、
①前年１2月１6日から当年6月１5日までの当該ショッピン

グ利用代金を、当年8月の約定支払日
②当年7月１6日から当年１１月１5日までの当該ショッピン

グ利用代金を、翌年１月の約定支払日
　ただし、加盟店によりボーナス一括払いの取扱期間が

異なる場合があります。
（4）リボルビング払いまたは分割払いを指定した場合、第29

条または第30条に定めるとおり
第29条（リボルビング払い）

１. 本会員は、会員がリボルビング払いを指定した場合、以下
の弁済金を毎月の約定支払日に支払うものとします。
なお、弁済金の当社に対する会員の債務への充当は当社所
定の方法により行います。

（１）毎月の弁済金は、締切日（毎月１5日）におけるリボルビン
グ利用残高を基準として、当社所定の方法により本会員
が指定した支払コースにより決定される金額とします。

（当該指定がない場合には当社が決定し本会員に通知し
た支払コースにより決定される金額とします。）ただし、
締切日（毎月１5日）のリボルビング利用残高が、弁済金に
満たない場合には当該リボルビング利用残高を弁済金と
します。

（2）リボルビング払いの手数料は、締切日（毎月１5日）の翌日か
ら翌月の締切日（毎月１5日）までの付利単位１00円で計算し
た日々のリボルビング利用残高に対し、本規約末尾の「リ
ボルビング払いのご案内」記載の手数料率を乗じ年365日
の日割計算による金額を１か月分に換算し、前号に定める
弁済金に含め、翌々月の約定支払日に後払いにて支払うも
のとします。なお、カードショッピング利用日から最初に
到来する締切日（毎月１5日）までは手数料はかかりません。

（お支払い例は、本規約末尾に記載の「リボルビング払
いのご案内」をご確認ください。）

2. 当社所定の方法により本会員からのボーナス加算返済の申
し出があり、当社が認めた場合、本会員は、リボルビング
払い利用残高および前項第 2 号の手数料の返済として、ボ 
ーナス加算返済の申し出の際に指定した「ボーナス月」の
約定支払日に「ボーナス加算金額」を月々の弁済金に加算
して支払うことができるものとします。なお、本会員が指
定できる「ボーナス月」は以下の（１）ないし（4）のいずれかと
します。また、「ボーナス加算金額」とは本会員がボーナ
ス加算返済の申し出の際に１万円以上１万円単位で指定し
た金額をいいます。

（１）１月および8月
（2）１月および7月
（3）8月および１2月
（4）7月および１2月
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第３０条（分割払い）
１. 本会員は、会員が分割払いを指定した場合、ショッピング
利用代金（現金価格）に会員の指定した支払回数に応じた
当社所定の手数料率を乗じた手数料を加算した金額（以下
「支払総額」といいます。）を支払うものとします。
２. 本会員は、ショッピング利用代金（現金価格）と分割払手
数料をそれぞれ支払回数で除した金額の合計を分割支払金
（ただし、計算上の都合によりそれぞれの金額に端数が生
じた場合は初回に算入するものとします。）とし、標準期
間満了日の属する月の翌月の約定支払日から支払回数回に
わたり最終約定支払日まで、分割支払金を各約定支払日に
支払うものとします。

３. 支払総額における分割払手数料と毎月の分割支払金の計算
方法については本規約末尾に記載の「分割払いのご案内」
のとおりとします。

４. ボーナス併用分割払いを指定した場合、本会員は、ショッ
ピング利用代金の半額を本条第１項ないし前項の規定に
従い、残額を当社所定の方法によりボーナス月（１月およ
び８月）の約定支払日に支払うものとします。なお、初回
から最終回までの約定支払日にボーナス月の約定支払日に
該当する日がない場合、ボーナス併用分割払いを指定され
なかったものとして取り扱うこととします。債権譲渡また
は立替払い手続きの遅延その他の事務上の都合により、
ボーナス月の約定支払日に該当する日がないこととなった
場合についても同様とします。

第３１条（ショッピング利用代金の支払金繰上返済等）
１. ショッピング利用代金の繰上返済（本規約に基づく債務の
全部または一部の返済を本規約に定める約定支払日の前に
繰り上げて行うことをいいます。）は、本会員が当社に対
して事前に連絡のうえ当社の承認を得て行うものとします。
なお、当社の承認にあたり、当社が求めた場合には、本会
員は、書面の提出等当社所定の手続きを行うものとします。

２. 本会員は、前項に定める事前の連絡の際に、繰上返済をす
る範囲、返済方法および支払日を指定するものとし、当社
は、当該指定に従い当該支払日時点において支払うべき金
額を通知します。本会員が指定することができる繰上返済
の範囲および返済方法は下表のとおりです。
支払方式 返済範囲 返済方法
分割払い 全額のみ 口座振込

 リボルビング払い 全額・一部 口座振込
３. 当社に対する支払いが次のいずれかに該当するときは、本
会員への通知なくして、当社が当該支払いを当社所定の期
日における返済とみなし、当社所定の順序および方法によ
り、当社に対するいずれかの債務（本規約以外の契約に基
づく債務を含みます。）に充当し、または口座振込、郵便
為替による返金等をすることができるものとします。
（１）当社に対する事前の連絡または当社の承認なく行われた
とき

（２）当社に対する事前の連絡および当社の承認があった場合
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であっても、事前の連絡の際に指定した支払日と異なる
日に行われたとき

（3）当社に対する事前の連絡および当社の承認があった場合
であっても、事前の連絡の際に指定した返済方法と異な
る方法により行われたとき

（4）当社に対する事前の連絡および当社の承認があった場合
であっても、事前の連絡の際に本会員の指定に従い当社
が通知した金額と異なる金額の支払いが行われたとき

4. 前3項の規定にかかわらず、本会員は、当社が指定する日
本国内のATMを利用して、ショッピング利用に係るリボ
ルビング払い残高の一部を繰上返済することができるもの
とします。ただし、当社または当該金融機関の定める単位
の金額の返済に限定される場合があります。

５. 繰上返済の方法として口座振替を指定した場合において、
当社が必要と認めたときまたは事務上の都合により、当社
が送付する用紙により当社の指定する預金口座への振込ま
たはコンビニエンスストアでの支払いの方法で繰上返済が
行われたときは、当該繰上返済は、当該用紙に記載する支
払期日における返済とみなします。

６. 本会員が支払期日までに支払うべき支払金額の支払いを履
行している場合におけるショッピング利用の分割支払金の
繰上返済金額（全額の繰上返済に限ります。）は、下記算
式により算出した金額とします。
・�未払分割支払金合計−期限未到来の分割払手数料
�ただし、期限未到来の分割払手数料は、78分法またはこれ
に準ずる当社所定の計算方法により算出された金額としま
す。なお、繰上返済日以降最初に到来する約定支払日の直
後の分割支払金に係る分割払手数料は、期限未到来の分割
払手数料には含まれないものとします。

第３２条（見本・カタログ等と現物の相違による売買契約の解除等）
会員は、見本・カタログ等により申し込みをした場合にお
いて、引き渡された商品・権利または提供されたサービス等
が見本・カタログ等と相違している場合は、加盟店に商品・
権利・サービス等の交換を申し出るか、または売買契約もし
くはサービス提供契約の解除ができるものとします。なお、
支払区分が１回払いの場合は次条第２項が、支払区分がその他
の場合は、次条第3項ないし第7項が適用されます。

第３３条（会員と加盟店との間の紛議等）
１. 当社は、カードの機能として、会員が現金決済によらずに
商品・権利を購入し、または役務の提供を受けることがで
きる加盟店網を会員に対して提供するものです。会員は、
加盟店において商品・権利を購入し、または役務の提供を
受けるにあたっては、自己の判断と責任において、加盟店
との契約を締結するものとします。

２. 会員は、加盟店から購入した商品、権利または提供を受け
た役務に関する紛議、その他加盟店との間で生じた紛議に
ついて、当該加盟店との間で自ら解決するものとします。

3. 前項にかかわらず、本会員は、支払区分をリボルビング払
い、分割払い、２回払いまたはボーナス一括払いに指定もし
くは変更して購入した商品もしくは割賦販売法の定める指
定権利または提供を受けた役務（以下、総称して「商品等」
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といいます。）について次の事由があるときは、その事由
が解消されるまでの間、当該事由の存する商品等について、
支払いを停止することができるものとします。

（1）商品等の移転または提供がないこと
（2）商品等に破損・汚損・故障その他の瑕疵があること
（3）その他商品等の販売について加盟店に対して生じている

抗弁事由があること
４. 当社は、本会員が前項の支払いの停止を行う旨を当社に申

し出たときは、直ちに所定の手続きを行うものとします。
５. 本会員は、前項の申し出をするときは、予め本条第3項の

事由の解消のため、加盟店との交渉を行うよう努めるもの
とします。

６. 会員は、本会員が本条第４項の申し出をしたときは、速やか
に本条第3項の事由を記載した書面（資料がある場合には
資料も添付のうえ）を当社に提出するよう努めるものとし
ます。また、当社が本条第3項の事由について調査する必
要があるときは、会員は、その調査に協力するものとします。

７. 本会員は、本条第3項にかかわらず、次のいずれかに該当す
るときは、支払いを停止することはできないものとします。

（1）リボルビング払いの場合、一回のカード利用における現
金価格が3万８千円に満たないとき

（2）2回払い、ボーナス一括払いまたは分割払いの場合、一
回のカード利用における支払総額が４万円に満たないとき

（3）本会員による支払いの停止が信義に反すると認められたとき
（４）本会員が営業のためにもしくは営業として締結した売買

契約、サービス提供契約（ただし、割賦販売法に定める
業務提供誘引販売個人契約または連鎖販売個人契約（以
下「業務提供誘引販売個人契約等」といいます。）に該
当する場合を除きます。）に係るショッピング利用代金
であるとき

（５）前号のほか割賦販売法第3５条の3の６0第1項各号に定める
場合に該当するショッピング利用代金であるとき

（６）割賦販売法に定める指定権利以外の権利に係るショッピ
ング利用代金であるとき

第３４条（キャッシングサービス）
1. 三菱UFJニコスが適当と認めた本会員は、自らまたは家族

会員を代理人として、三菱UFJニコスが指定する現金自動
預払機もしくは現金自動支払機（以下総称して「ATM・CD」
といいます。）に直接、または電話機によりもしくはインタ 
ーネット等を通じて暗証番号を通知する等所定の方法にて操
作することにより、三菱UFJニコスより融資を受けること

（以下「キャッシングサービス」といいます。）ができます。
なお、キャッシングサービスの融資日は、ATM・CDの場合、
ATM・CDの利用日とし、電話機またはインターネット等の
場合、三菱UFJニコスがお支払口座に振り込んだ日とします。

2. キャッシングサービス利用可能枠は、三菱UFJニコスが認
めた本会員に対し、第21条第1項に定めるカード利用可能
枠の範囲内で三菱UFJニコスが決定する金額（本会員が希
望する融資枠（キャッシングサービス利用可能枠とカード
ローン利用可能枠との合計額をいいます。以下同じです。）
を指定した場合はその範囲内）とします。本会員は、キャッ
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シングサービス利用可能枠からキャッシングサービスに係
る融資残高を差し引いた金額の範囲内で、キャッシングサ	
ービスを利用することができます。なお、三菱UFJニコス
は、必要と認めた場合はいつでも、キャッシングサービス
利用可能枠を減額できるものとし、また新たな融資を実行
しないことができるものとします。

３. 	融資額は、1回1万円以上1万円単位とします。ただし、日
本国内のATM・CDを利用する場合の融資額は、Visa	
Worldwide、Mastercardもしくは当社が指定する現地通
貨単位とします。

４. 融資金に対しては、融資日の翌日から返済日まで、付表	
＜キャッシングサービスおよびカードローンのご案内＞キ	
ャッシングサービスに記載の融資利率により計算された手
数料を三菱UFJニコスに支払うものとします。

５. 本会員は、標準期間に利用したキャッシングサービスの融資
金およびその手数料を翌々月の指定日に支払うものとします。

６. 本会員は、キャッシングサービスの融資金について、三菱
UFJニコスが別に定める日までに三菱UFJニコスへ支払方
式の変更を申し出、三菱UFJニコスが認めた場合、当該融
資金をカードローンへ変更できるものとします。この場合、
当該申出日（以下「カードローン変更日」といいます。）
にカードローンが利用されたものとして、次条の規定が適
用されることになります。

７. 前項によりキャッシングサービスの融資金がカードローン
に変更された場合、本会員は、当該変更に係る融資金に対
して、キャッシングサービス融資日の翌日からカードロー
ン変更日の前日までは本条第４項により計算された手数
料を、カードローン変更日以降は次条第9項により計算さ
れた利息を三菱UFJニコスへ支払うものとします。

第３５条（カードローン）
1. 三菱UFJニコスが審査を行い適当と認めた本会員は、本条
の規定に従い、カードローンを利用することができます。

２. カードローンの契約は、原則として、申込書兼借入票、日
本国内のATM・CD、電話機またはインターネット等三菱
UFJニコス所定の方法により本会員が申し込み、三菱UFJ
ニコスが所定の審査を行い適当と認めて、本会員に対して
融資を実行したときに成立します。審査にあたっては、三
菱UFJニコスより必要資料の提出を求める場合があります。

３. 本会員が貸与されている三菱UFJニコス所定のMUFGカー
ド標章またはUFJカード標章を冠する別のカード（以下
「別カード」といいます。）においてカードローンの機能が
付与されている場合、カードでカードローンを利用するこ
と、および前条第６項に定めるキャッシングサービスの融
資金のカードローンへの変更の申し出をすることはいずれ
もできません。ただし、三菱UFJニコスが適当と認めた場
合には、当該別カードのカードローンに係る三菱UFJニコ
スと本会員との間の契約関係（カードローンの残高のほか、
カードローン利用可能枠、返済元金、ボーナス月加算額そ
の他の契約条件を含みます。）を維持したまま、カードで
カードローンの利用ができるように変更することができる
ものとします（当該変更後においては、前条第６項に定め
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るキャッシングサービスの融資金のカードローンへの変更
の申し出をすることが可能となりますが、当該別カードで
カードローンを利用することや当該別カードでのキャッシ
ングサービスの融資金のカードローンへの変更の申し出を
することはできなくなります。）。

４. カードローン利用可能枠は、三菱UFJニコスが認めた本会
員に対し、三菱UFJニコスが決定する金額（本会員が希望
する融資枠を指定した場合はその範囲内）とします。本会
員は、カードローン利用可能枠からカードローン融資残高
を差し引いた金額の範囲内で、繰り返して融資を受けるこ
とができます。なお、三菱UFJニコスは、必要と認めた場合、
カードローン利用可能枠の減額を行うことや返済方式等を
変更することができ、また新たな融資を実行しないことが
できるものとします。

５. カードローンの融資の実行方法は、次のとおりとします。
（1）本会員が借入票、電話機またはインターネット等によっ
て三菱UFJニコス所定の方法により申し込み、三菱UFJ
ニコスが適当と認めた場合に、三菱UFJニコスがお支払
口座へ融資金を振り込む方法

（2）本会員が、日本国内のATM・CDで所定の方法により申
し込み、三菱UFJニコスが適当と認めた場合に、三菱
UFJニコスが日本国内のATM・CDより直接融資金を交
付する方法

６. 融資額は、1回1万円以上1万円単位とします。
７. カードローンの返済方式は、毎月元金定額払いとします。
本会員は、毎月の指定日に、以下により決定される元金の
返済額および本条第9項の方法により決定される利息の合計
額を、お支払口座から口座振替の方法により支払うものと
します。
（1）前月締切日（毎月1５日）におけるカードローン融資残高が、
三菱UFJニコスの別途通知する金額（以下「カードローン
返済元金」といいます。）以上の場合には当該カードローン
返済元金額

（2）前月締切日（毎月1５日）におけるカードローン融資残高が、
カードローン返済元金未満の場合には、当該カードロー
ン融資残高

８. カードローンの利率は、付表＜キャッシングサービスおよ
びカードローンのご案内＞カードローンに記載の融資利率
を適用するものとします。

9. カードローン利息は、カードローン融資残高（カードロー
ン融資残高の累計）に対する融資日もしくは締切日（毎月
1５日）の翌日から翌月の締切日（毎月1５日）までの日割利息
（1年を3６５日とする日割計算）とし、翌々月の指定日に支
払うものとします。

10.カードローン返済元金は、カードローン利用可能枠が５0万
円以下の場合は1万円とし、カードローン利用可能枠が６0
万円以上の場合は2万円から9万円までの範囲で三菱UFJニ
コスが別途通知した金額とします。ただし、三菱UFJニコ
スが認めた場合、本会員は三菱UFJニコス所定の方法によ
り、1万円単位でカードローン返済元金の金額を変更し、
また返済方式としてボーナス月元金定額加算返済を併用す
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ることができるものとします。なお、ボーナス月元金定額
加算返済を併用する場合、本条第7項にかかわらず、三菱
UFJニコス所定のボーナス指定月においては、本会員が申
し出た1万円単位の任意額を加算した金額をカードローン
返済元金として支払うものとします。

11.本会員は、カードローンの契約を解約する場合、三菱UFJ
ニコス所定の方法により申し出るものとします。解約に際
し、三菱UFJニコスから請求のあった場合には、カードロ 
ーンの契約に基づく一切の未払債務を支払うものとします。
ただし、三菱UFJニコスが認めた場合、カードローンの契
約解約後においても、本会員は本規約に従いカードローン
融資残高を返済することができるものとします。

第３６条（ATM・CDでの利用）
1. 会員は、日本国内のATM・CDで以下の取引を行うことがで
きます。なお、ATM・CDの機種や設置地域、店舗、ATM・
CDを管理する金融機関などにより、利用できない取引があ
り、また、ATM・CDの設置店舗の営業時間やシステム保守
などにより、利用できない時間帯があります。
（1）キャッシングサービスの利用
（2）カードローンの利用
（3）カードローン融資残高の繰上返済
（4）リボルビング払い利用残高の繰上返済随時支払い
2. 会員は、日本国内で前項（1）、（2）の取引を行う場合、三菱
UFJニコスに対し、三菱UFJニコス所定のATM利用手数
料を支払うものとします。

第３７条（�キャッシングサービスおよびカードローンの支払金の
繰上返済等）

1. キャッシングサービスおよびカードローンの支払金の繰上
返済（本規約に基づく債務の全部または一部の返済を本規
約に定める約定支払日の前に繰り上げて行うことをいいま
す。）は、本会員が三菱UFJニコスに対して事前に連絡の
うえ三菱UFJニコスの承認を得て行うものとします。なお、
三菱UFJニコスの承認にあたり、三菱UFJニコスが求めた
場合には、本会員は、書面の提出等三菱UFJニコス所定の
手続きを行うものとします。

2. 本会員は、前項に定める事前の連絡の際に、繰上返済をす
る範囲、返済方法および支払日を指定するものとし、三菱
UFJニコスは、当該指定に従い当該支払日時点において支
払うべき金額を通知します。本会員が指定することができ
る繰上返済の範囲および返済方法は次頁の表のとおりです。

3. 三菱UFJニコスに対する支払いが次のいずれかに該当する
ときは、本会員への通知なくして、三菱UFJニコスが当該
支払いを三菱UFJニコス所定の期日における返済とみなし、
三菱UFJニコス所定の順序および方法により、三菱UFJニ

キャッシングサービス

カードローン

返済範囲 返済方法
口座振込
口座振込、口座振替（支払日は三菱
UFJニコス指定の期日に限る。）
口座振込

 全額のみ

全　　額

一　　部
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コスに対するいずれかの債務（本規約以外の契約に基づく
債務を含みます。）に充当し、または口座振込、郵便為替
による返金等をすることができるものとします。
（1）三菱UFJニコスに対する事前の連絡または三菱UFJニコ
スの承認なく行われたとき

（2）三菱UFJニコスに対する事前の連絡および三菱UFJニコ
スの承認があった場合であっても、事前の連絡の際に指
定した支払日と異なる日に行われたとき

（3）三菱UFJニコスに対する事前の連絡および三菱UFJニコ
スの承認があった場合であっても、事前の連絡の際に指
定した返済方法と異なる方法により行われたとき

（4）三菱UFJニコスに対する事前の連絡および三菱UFJニコ
スの承認があった場合であっても、事前の連絡の際に本
会員の指定に従い三菱UFJニコスが通知した金額と異な
る金額の支払いが行われたとき

4. 本条第1項ないし第3項の規定にかかわらず、本会員は、日
本国内のATMを利用して、カードローンの支払金の一部
を繰上返済することができるものとします。ただし、三菱
UFJニコスまたは当該金融機関の定める単位の金額の返済
に限定される場合があります。

５. 繰上返済の方法として口座振替を指定した場合においても、
三菱UFJニコスが必要と認めた場合または事務上の都合に
より、三菱UFJニコスが送付する用紙による三菱UFJニコ
スの指定する預金口座への振込またはコンビニエンススト
アでの支払いの方法となる場合があります。この場合、当
該用紙に記載された期日の前に繰上返済が行われたことに
より超過支払金が発生したときは、三菱UFJニコスは本会
員への通知なくして、当該超過支払金を、翌月の約定支払
日までの間に弁済期が到来した本会員が三菱UFJニコスに
対して支払うべき債務（本規約以外の契約に基づく債務を
含みます。）に三菱UFJニコス所定の順序および方法によ
り充当する方法、または口座振込、郵便為替等により返金
する方法により清算することができるものとし、本会員は
これをあらかじめ承諾するものとします。

第４章　支払い方法その他
第３８条（約定支払日と口座振替）
1. 本会員が当社または三菱UFJニコスに支払うべきカード利
用代金、借入金、手数料、利息および年会費等本規約に基
づく債務の支払期日は毎月1０日（当日が金融機関等休業日
の場合は翌営業日）とします（本規約において「約定支払
日」といいます。）。本会員は、約定支払日に支払うべき金
額（以下「約定支払額」といいます。）を、予め本会員が
届け出た金融機関の預金口座、貯金口座等（以下、総称し
て「支払い口座」といいます。）から口座振替の方法によ
り支払うものとします。ただし、事務上の都合により当該
約定支払日以降の約定支払日に支払わなければならないこ
とや、当社または三菱UFJニコスが特に指定した場合、も
しくは本条第 4 項に基づき口座振替を停止した場合その他
当社または三菱UFJニコスが特に必要と認め会員に通知し
た場合には、当社または三菱UFJニコス所定の他の支払方
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法（所定の手数料が発生する場合があります。）により支
払わなければならないことがあります。

２. 約定支払日に口座振替ができなかった場合には、当社また
は三菱UFJニコスは支払い口座が開設されている金融機関
等との約定に基づき、当該約定支払日以降の日に約定支払
額の全額または一部につき口座振替できるものとします。

３. 会員が国外でカード利用した場合等の本会員の外貨建債務
については、Visa WorldwideまたはMastercardで売上
処理された時点（会員がカードを利用した日とは異なるこ
とがあります。）のVisa WorldwideまたはMastercardが
適用した交換レートに日本国外での利用にともなう諸事務
処理など所定の費用相当分を加算したレートを適用した円
貨によって、当社または三菱UFJニコスに対し支払うもの
とします。

４. 当社または三菱UFJニコスは、会員が約定支払額の支払い
を遅滞した場合には、約定支払額の口座振替を停止する場
合があります。

第３９条（明細等）
１. 当社または三菱UFJニコスは、本会員の約定支払額、リボ

ルビング・分割払い利用残高およびカードローン利用残高
等（以下「明細」といいます。）を約定支払日の当月初め頃、
当社所定の方法により、本会員に通知します。なお、第２7
条第２項第２号に基づく利用内容の変更等がなされた場合、
当社は、当該変更後の明細を再通知します。なお、年会費
のみの支払いの場合、明細の通知を省略することがあります。

２. 三菱UFJニコスは、会員がキャッシングサービスまたは
カードローンを利用した場合、貸金業法第１7条第１項に基
づき、ご利用の都度、利用内容を明らかにした書面（以下「貸
金業法第１7条第１項の書面」といいます。）を前項とは別に、
本会員の届け出住所へ郵送にて通知します。ただし、本会
員が希望または同意する場合は、書面の郵送に代えて、電
磁的方法により利用内容を通知します。なお、貸金業法第
１7条第１項の書面に記載された返済期間、返済回数、返済
期日または返済金額は、当該書面を交付後に会員が新規の
利用または本会員が返済をした場合は変動します。

３. 会員は、三菱UFJニコスが貸金業法第１7条第１項の書面およ
び貸金業法第１8条第１項に基づき本会員に交付する書面を、
貸金業法第１7条第6項および貸金業法第１8条第３項に基づき、
一定期間における貸付・返済その他の取引状況を記載した
明細（電磁的方法によるものを含みます。以下「代替書面等」
といいます。）に代えることができることを承諾するものと
します。また、三菱UFJニコスは、三菱UFJニコスが定め、
本会員に対して別途通知または公表する時期以降、代替書
面等による運用を開始するものとします。なお、本会員が
退会または会員資格を喪失した場合には、それ以降は、代
替書面等は本会員に提供されません。（※）

（※） 本条第３項については、三菱UFJニコス所定の方法にて
本会員宛に通知、または、三菱UFJニコスが相当と認め
る方法にて公表をした時から適用します。

第４０条（遅延損害金）
１. 本会員が、会員のクレジットカード利用に基づき当社また
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は三菱UFJニコスに対して支払うべき約定支払額を約定支
払日に支払わなかった場合には、約定支払額（ただし、リ
ボルビング払いの手数料、金融サービスの手数料および利
息ならびに遅延損害金等は除きます。）に対しその翌日か
ら完済に至るまで、また、期限の利益を喪失した場合には、
残債務全額（ただし、リボルビング払いの手数料、分割払
手数料、金融サービスの手数料および利息ならびに遅延損
害金等は除きます。）に対し、期限の利益喪失の日の翌日
から完済に至るまで、それぞれ以下に定める利率を乗じた
遅延損害金を支払うものとします。なお、この料率の変更
については第２２条第２項を適用します。
（1）キャッシングサービス、カードローンの利用によるもの
については、年19.9２％

（２）２回払い・ボーナス一括払いのショッピング利用による
ものは、法定利率

（3）上記以外によるものについては、年14.55％
２. 前項にかかわらず、本会員は、分割払いについては以下の
遅延損害金を支払うものとします。なお、料率の変更につ
いては前項と同様とします。
（1）分割支払金の支払いを遅延した場合は、当該分割支払金
に対し、約定支払日の翌日から完済に至るまで年14.55％
を乗じた金額

　ただし、当該遅延損害金は分割支払金合計の残金全額に
対し、法定利率を乗じた額を超えない金額とします。

（２）期限の利益を喪失した場合は、分割支払金合計の残金全
額に対し、期限の利益喪失の日の翌日から完済に至るま
で法定利率を乗じた金額

第４１条（支払金等の充当順序等）
1. 口座振替または、当社または三菱UFJニコスが送付する用
紙による両社の指定する預金口座への振込もしくはコンビ
ニエンスストアでの支払い以外の方法で本会員の当社また
は三菱UFJニコスに対する支払いが行われた場合には、本
会員への通知なくして、当社または三菱UFJニコスが当該
支払いを両社所定の時期における返済とみなし、両社所定
の順序および方法により、当社または三菱UFJニコスに対
するいずれかの債務（本規約以外の契約に基づく債務を含
みます。）に充当し、または口座振込、郵便為替による返
金等をすることができるものとします。

２. 前項の規定にかかわらず、本会員が事前に当社または三菱
UFJニコスに連絡のうえ当社または三菱UFJニコスの承認
を得て、支払範囲、支払方法および支払日を指定し、当該
指定に従い当社または三菱UFJニコスが本会員に通知した
金額を、本会員が指定した支払方法で本会員が指定した支
払日に支払った場合には、当社または三菱UFJニコスは、
本会員の支払った金額を当該指定に従い充当するものとし
ます。ただし、支払範囲、支払方法および支払日は、両社
所定の支払範囲、支払方法および支払日から指定するもの
とします。

3. 当社または三菱UFJニコスが送付する用紙による両社の指
定する預金口座への振込およびコンビニエンスストアでの
支払いの方法で本会員の当社または三菱UFJニコスに対す
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る支払いが当該用紙に記載された支払期日の前に行われた
場合において、超過支払金（当該支払いが行われた日を返
済日として本会員が当社または三菱UFJニコスに支払った
金額を当該用紙に記載された債務に充当した後に当該充当
金額を超えて支払われた金額をいいます。以下本項におい
て同じです。）が発生したときは、当社または三菱UFJニ
コスが本会員への通知なくして、当該超過支払金を翌月の
約定支払日までの間に弁済期が到来した本会員が当社また
は三菱UFJニコスに対して支払うべき債務（本規約以外の
契約に基づく債務を含みます。）に両社所定の順序および
方法により充当する方法、もしくは翌月の約定支払日まで
に口座振込、郵便為替等により返金する方法により清算す
ることができるものとし、本会員はこれをあらかじめ承諾
するものとします。

４. リボルビング払いのショッピング利用に係る支払金の充当
については、当社所定の順序と方法によるものとします。
ただし、割賦販売法に定めるリボルビング払いの支払停止
の抗弁に係る充当についてはこの限りではありません。

５. 当社または三菱UFJニコスは、本会員が本規約に基づき既
に支払った金額を本会員へ返金する必要が生じ、且つ当社
または三菱UFJニコスが適当と認めた場合において、当該
返金すべき金額を本規約に基づく本会員の債務に、その債
務の期限前であっても充当することができるものとします。
ただし、本会員が振込による返金を選択する旨を申し出た
場合は、当社または三菱UFJニコスはお支払口座（または
本会員がお支払口座とは別に指定した本会員名義の金融機
関の預金口座、貯金口座等）へ振込むことにより返金する
ものとします。

第４２条（期限の利益の喪失）
１. 本会員は、次のいずれかに該当したときは、下記（１）のキャッ
シングサービス、カードローンおよび下記（2）、（3）、（４）、（５）
のショッピング利用の未払債務全額について、当然に期限
の利益を失い、当該未払債務の全額を直ちに支払うものと
します。
（１）キャッシングサービスまたはカードローンの約定支払額
の支払いを１回でも遅滞したとき（ただし、貸金業の規
制等に関する法律等の一部を改正する法律（平成十八年
法律第百十五号）第五条の規定による改正前の利息制限
法（昭和二十九年法律第百号。以下「旧利息制限法」と
いいます。）利息制限法第１条第１項に規定する利率を超
えない範囲においてのみ効力を有するものとします。）

（2）１回払いのショッピング利用代金の約定支払額の支払い
を１回でも遅滞したとき

（3）2回払い、ボーナス払い、リボルビング払いまたは分割
払いであっても割賦販売法に定める指定権利以外の権利
のショッピング利用代金の約定支払額の支払いを１回で
も遅滞したとき

（４）会員が営業のためにもしくは営業として締結した売買契
約、サービス（役務）提供契約（ただし、割賦販売法に
定める業務提供誘引販売個人契約または連鎖販売個人契
約（以下「業務提供誘引販売個人契約等」といいます。）
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に該当する場合を除きます。）に係るショッピング利用
代金の約定支払額の支払いを1回でも遅滞したとき

（5）（4）のほか、割賦販売法第35条の3の60第1項各号に定める
場合に該当するショッピング利用代金の約定支払額の1
回払いを1回でも遅滞したとき

２. 本会員は、次のいずれかに該当した場合には、当然に期限
の利益を失い、両社に対する一切の未払債務を直ちに支払
うものとします。
（1）本会員がショッピング利用代金の約定支払額（ただし、
前項（２）、（3）、（4）、（5）に定める約定支払額を除きます。）
の支払いを遅滞し、当社から２0日以上の相当な期間を定
めて書面で催告を受けたにもかかわらずその期限までに
支払いがなかったとき

（２）本会員が自ら振出した手形、小切手が不渡りになったと
き、または一般の支払いを停止したとき

（3）本会員が差押、仮差押、保全差押、仮処分（ただし、信
用に関しないものを除きます。）の申立または滞納処分
を受けたとき

（4）本会員に破産手続開始、民事再生手続開始の申立があっ
たとき

（5）会員がカードを他人に貸与、譲渡、質入れ、担保提供等し、
または商品を質入れ、譲渡、賃貸等し、当社のカードの所
有権または商品の所有権を侵害する行為をしたとき

（6）本会員について債務整理のための和解、調停等の申立が
あったとき、または債務整理のため弁護士等に依頼した
旨の通知が当社または三菱UFJニコスに到達したとき

（7）本会員が当社または三菱UFJニコスに通知しないで住所
を変更し、当社または三菱UFJニコスに対し所在が不明
となったとき

（8）当社または三菱UFJニコスからの書面による通知が申込
書上の住所（住所変更届がなされた場合は当該変更後の
住所）宛に発送されたにもかかわらず、転居先不明、宛
所に見当たらず、受取拒否の理由で通知が到達しなかっ
たときで当該通知発送の日より２5日間経過したとき（た
だし、通知が到達しなかったことにつき正当な理由があ
り、通知の名宛人がこれを証明したときを除きます。）

3. 本会員は、次のいずれかに該当した場合には、当社または
三菱UFJニコスの請求により期限の利益を失い、両社に対
する一切の未払債務を直ちに支払うものとします。
（1）会員の入会申込に際して、虚偽の申告があったとき
（２）本会員の経営する法人につき、破産手続開始、特別清算
開始、会社更生手続開始、民事再生手続開始の申立また
は解散その他営業の廃止があったとき

（3）本規約以外の当社または三菱UFJニコスに対する金銭の
支払債務を怠るなど、本会員の信用状態が著しく悪化し
たとき

（4）次条第3項（10）、（11）、（14）に該当したとき
（5）その他会員が本規約の義務に違反し、その違反が本規約
の重大な違反となるとき

第４３条（退会および会員資格の喪失等）
1. 会員は、両社所定の方法により退会を申し出することがで

　27



きます。この場合、当社の指示に従って直ちにカードを返
還するか、カードの磁気ストライプ部分（ICカードの場合
はICチップ部分も同様に）に切り込みを入れて破棄しなけ
ればならないものとし、本会員が両社に対する残債務全額
を完済したときをもって退会となります。なお、本会員は、
本規約に基づき当社または三菱UFJニコスに対して負担す
る債務については、退会の申し出後も、本規約の定めに従
い支払いの責を負うものとします。また、本会員が退会す
る場合、当然に家族会員も退会となります。

２. 会員は、両社が第３条、第４条または第７条に基づき送付し
たカードについて、会員が相当期間内に受領しない場合に
は、両社は会員が退会の申し出を行ったものとして取り扱
うことができるものとします。

３. 当社または三菱UFJニコスは、会員が次のいずれかに該当
する場合、何らの通知、催告を要せずして、会員が両社か
ら発行を受けたすべてのクレジットカード（以下「全カー
ド」といいます。）について、カード利用の全部または一
部の停止、会員資格の取消し、法的措置、その他必要な措
置（以下、「本件措置」といいます。）をとることができる
ものとします。なお、本会員が会員資格を喪失した場合、
当然に家族会員も会員資格を喪失します。また、本会員は、
会員が会員資格喪失後にカードを利用した場合にも支払義
務を負うものとします。

（1）入会時に虚偽の申告をしたことが判明したとき。または、
当社または三菱UFJニコスから要請があったにもかかわ
らず年収の届け出（収入証明書の提出を含みます。）を
怠ったとき

（２）両社が更新カードを発行しないで、カードの有効期限が
経過したとき

（３）住所変更の届け出を怠る等、会員の責に帰すべき事由に
より会員の所在が不明となり、当社または三菱UFJニコ
スが会員の通知連絡について困難であると判断したとき

（４）本規約に違反し、もしくは違反するおそれがあるとき
（5）両社との間の契約（両社から発行を受けたクレジットカ 

ードに係る会員契約や加盟店契約を含みますが、これらに
限られません。以下、次号において同じです。）のいずれ
かの条項に違反し、もしくは違反するおそれがあるとき。
また会員が当社または三菱UFJニコスと契約した法人の
代表者（過去に代表者であったときを含みます。）であ 
って、当該法人が当社または三菱UFJニコスとの間の契
約における解除条項に該当したと当社または三菱UFJニ
コスが判断した場合、または当該法人が当社または三菱
UFJニコスとの間の契約における解除条項に該当したこ
とにより、すでに当社または三菱UFJニコスより当社ま
たは三菱UFJニコスとの間の契約を解除されていたとき

（6）本会員が、約定支払額の支払い等当社または三菱UFJニコ
スに対する一切の債務のいずれかの支払いを怠ったとき

（７）差押・破産申立・取引停止処分があった場合その他本会
員の信用状態が著しく悪化したと当社または三菱UFJニ
コスが判断したとき

（8）カード利用可能枠の現金化等、正常なカードの利用でな
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いと当社または三菱UFJニコスが判断したとき
（9）前号に定める場合のほか、以下のいずれかに該当しまた
はそのおそれがあると当社または三菱UFJニコスが判断
したとき
①当社または三菱UFJニコスが把握する会員の年収情報
や、職業、年齢等の属性情報等から想定される利用金
額または利用頻度を著しく超える利用金額または利用
頻度でなされたカードの利用
②カードの利用頻度、利用後の取引の状況その他の客観
的事情に照らし、ポイントその他の付帯サービスに係
る利益を得ることを主たる目的とするカードの利用
③その他カードの利用目的、利用先、購入商品（役務）
の内容、カード利用代金の支払原資、利用金額、利用
間隔、過去の利用内容、利用場所等に照らし、不正、
不適切または不相当なカードの利用（第三者による場
合も含みます。）

（10）暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時から ５年を
経過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業・団体、
総会屋等、社会運動等標ぼうゴロ、特殊知能暴力集団等、
その他これらに準ずるもの（以下これらを「暴力団員等」
といいます。）、またはテロリスト等（疑いがある場合を
含みます。）であることが判明したとき。または以下の
①、②のいずれかに該当することが判明したとき
①自己もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第
三者に損害を加える目的をもってするなど、不当に暴
力団員等またはテロリスト等を利用していると認めら
れる関係を有すること
②暴力団員等またはテロリスト等に対して資金等を提供
し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認
められる関係を有すること

（11）自らまたは第三者を利用して、暴力的な要求行為をした
とき、法的な責任を超えた不当な要求をしたとき、当社
または三菱UFJニコスとの取引に関して脅迫的な言動を
し、または暴力を用いたとき、もしくは、風説を流布し、
偽計を用いまたは威力を用いて当社または三菱UFJニコ
スの信用を毀損し、または当社または三菱UFJニコスの
業務を妨害したとき、その他これらに類するやむを得な
い事由が生じたとき

（12）前条に該当するとき
（13）第４６条第3項に基づいて連帯保証が解消されたとき
（1４）「犯罪による収益の移転防止に関する法律」に基づき本
件措置をとる必要があると、当社または三菱UFJニコス
が判断したとき

（1５）その他当社または三菱UFJニコスが必要と判断したとき
４. 家族会員は、本条第1項ないし第3項のほか、本会員が当社
所定の方法により家族カード等の利用の中止を届け出た場
合、その届け出時をもって、当然に家族会員の資格を喪失
し、退会となります。

５. 本条第3項の場合、会員資格の喪失の通知の有無にかかわ
らず、当社は、加盟店にカードの無効を通知することがで
きるものとします。

　29



６. 本条第３項に該当し、当社が直接または加盟店を通じてカー
ドの返還を求めたときは、会員は、直ちにカードを返還す
るものとします。

７. 当社または三菱UFJニコスは、本条第３項に該当しない場合
でも、会員が本規約に違反し、もしくは違反するおそれが
ある場合または会員のカード利用が適当でないと判断した
場合には、カードの利用をお断りすることができるものと
します。

８. 会員は、当社または三菱UFJニコスが本件措置をとったこ
とにより、会員に損害が生じた場合にも、当社または三菱
UFJニコスに賠償の請求をしないものとします。また当社
または三菱UFJニコスに損害が生じたときは、会員がその
責任を負うものとします。

第４４条（カードの盗難、紛失による責任の区分）
１. カードの盗難、紛失等により、他人にカードを使用された

場合には、そのカードの利用代金は本会員の負担とします。
２. 前項にかかわらず、会員が盗難、紛失の事実を速やかに当

社に届け出るとともに所轄の警察署へ届け出、かつ当社の
請求により所定の盗難・紛失届を当社に提出した場合、当
社は、本会員に対して当社が届け出を受けた日の６０日前以
降発生した他人によるカードの使用により生じた損害につ
いては、その負担を免除します。ただし、次のいずれかに
該当するときは、利用代金の支払いは免除されないものと
します。

（１）会員が第３条に違反したとき
（２）会員の家族・同居人等、会員の関係者が関与し、またはカー 

ドを使用したとき
（３）会員またはその法定代理人の故意もしくは重大な過失ま

たは法令違反によって盗難、紛失が生じたとき
（4）盗難・紛失届の内容が虚偽であるとき
（5）会員が当社の請求する書類を提出しなかったとき、また

は当社等の行う被害状況の調査に協力を拒んだとき
（６）カード利用の際登録された暗証番号が使用されたとき

（第８条第4項ただし書きの場合を除きます。）
（７）戦争・地震など著しい社会秩序の混乱の際に盗難、紛失

が生じたとき
（８）カード自署欄に自己の署名がない状態で損害が発生したとき
（9）その他本規約に違反している状況において、盗難、紛失

が生じたとき
第４５条（偽造カードが使用された場合の責任の区分）

１. 偽造カード（第 ３ 条第 １ 項に基づき両社が発行し当社が会
員本人に貸与するカード以外のカードその他これに類似す
るものをいいます。）の使用に係るカード利用代金につい
ては、本会員の負担となりません。

２. 前項にかかわらず、偽造カードの作出または使用につき、
会員に故意または過失があるときは、当該偽造カードの使
用に係るカード利用代金は、本会員の負担とします。

第４６条（保証委託）
１. 本会員は、三菱UFJニコスに対し、カードに関して生じる

当社に対する債務について連帯保証を委託します。ただし、
年会費は除くものとします。
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２. 入会申込者は、三菱UFJニコスの連帯保証がなされない場
合、両社からカードの発行を受けられない場合があること
を予め承諾するものとします。

３. 三菱UFJニコスは、本会員の信用状態に重大な変化が生じ
た場合等において、予告なく本条第１項に基づく連帯保証
を解消することができるものとし、本会員はこれを予め承
諾するものとします。

４. 本会員等は、三菱UFJニコスが保証審査を行うに際して、
第２章の規定に従い、登録されている信用情報の利用、個
人情報の収集・登録・利用・提供等をすることを予め承諾
するものとします。

第４７条（保証債務）
１. 本会員は、当社に対する債務の履行を怠った場合、三菱
UFJニコスが当社からの保証債務の履行の請求に応じ、本
会員に対する通知・催告なくして代位弁済しても何ら異議
を述べないものとします。

２. 三菱UFJニコスが当社に対して保証債務を履行した場合、
本会員は三菱UFJニコスに対し履行された保証債務の全額
と、これに対する履行日の翌日から完済に至るまで年
１４.55％の割合による損害金を支払うものとします。また、
２回払い、ボーナス一括払いについては法定利率による遅
延損害金を支払うものとします。ただし、分割支払金に基
づく保証債務については、当該損害金は分割支払金合計の
残金全額に法定利率を乗じた額を超えない金額とします。
なお、支払い口座の金融機関等との約定がある場合または
三菱UFJニコスが適当であると判断した場合、保証債務
の履行日以降、本会員の三菱UFJニコスに対する債務額の
全額または一部を三菱UFJニコスが口座振替により徴収す
ることがあります。

３. 本会員が次のいずれかに該当するときは、三菱UFJニコス
は、前項の保証債務履行前といえども、本会員に対し、事
前に求償権を行使することができるものとします。
（１）本会員が第４２条第１項、第２項または第４３条第３項各号の
一つにでも該当するとき

（２）本会員の当社に対する債務の弁済期が到来したとき
第４８条（費用の負担）
１. カード利用または本規約に基づく費用・手数料等に課税さ
れる消費税等の公租公課は本会員の負担とします。

２. カードの再発行は、当社が適当と認めた場合に行います。
この場合、本会員は自己に貸与されたカードの再発行のほ
か、家族カードの再発行についても、両社所定の手数料を
支払うものとします。

３. 振込手数料、収納手数料（コンビニエンスストアでの支払
いの場合）その他の両社に対する債務の弁済に要する費用
および両社からの返金に要する費用、印紙代、公正証書作
成費用等、弁済契約締結に要する費用ならびに支払督促、
訴訟、保全、執行等法的措置に要する申立および送達等の
費用は、カードの有効期限の経過、退会、会員資格取消等
により会員資格を喪失した後といえどもすべて本会員の負
担とします。
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第４９条（合意管轄裁判所）
１. 会員は、会員と当社との間で訴訟が生じた場合、訴額のい
かんにかかわらず会員の住所地または当社の本社・支社・
営業所の所在地を所轄する簡易裁判所または地方裁判所を
第一審の専属的合意管轄裁判所とすることに予め同意する
ものとします。

２. 会員は、会員と三菱UFJニコスとの間で訴訟が生じた場合、
訴額のいかんにかかわらず会員の住所地または三菱UFJニ
コスの本社・支社・営業所の所在地を所轄する簡易裁判所
または地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所とする
ことに予め同意するものとします。

第５０条（準拠法）
会員と両社との諸契約に関する準拠法は、すべて日本法と
します。
第５１条（外国為替および外国貿易管理に関する諸法令等の適用）
会員は、外国為替および外国貿易管理に関する諸法令等に
より、国外でカードを利用するに際して許可証・証明書その
他の書類の提出が必要となる場合があること、またはカード
利用が制限あるいは停止されることがあることに予め同意す
るものとします。
第５２条（会員規約およびその改定）
本規約は、会員と両社との一切の契約関係に適用されます。
両社は、民法の定めに基づき、会員と個別に合意することな
く、将来本規約を改定し（本規約と一体をなす規定・特約等
を新たに定めることを含みます。）、または本規約に付随する
規定もしくは特約等を改定することができます。この場合、
両社は、当該改定の効力が生じる日を定めたうえで、原則と
して会員に対して当該改定につき通知します。ただし、当該
改定が専ら会員の利益となるものである場合、または会員へ
の影響が軽微であると認められる場合、その他会員に不利益
を与えないと認められる場合には、公表のみとする場合があ
ります。なお、本規約と明示的に相違する規定または特約が
ある場合は、当該規定または特約が優先されるものとします。

※本規約または本規約に付随する規定もしくは特約等の各条
項に記載の法令は、当該条項の適用時点における最新の法
令を指すものとします（改正により法令の名称、条文番号
等に変更があった場合には、合理的に読み替えるものとし
ます。）。

＜反社会的勢力でないことの表明・確約に関する同意＞
　私は次の（１）に規定する暴力団員等もしくは（１）の各号のいずれ
かに該当し、（２）の各号のいずれかに該当する行為をし、または（１）
に基づく表明・確約に関して虚偽の申告をしたことが判明した
場合には、このカード取引が停止・解約されても異議を申しま
せん。あわせて私は上記行為が判明しあるいは虚偽の申告が判
明し、会員資格を取り消された場合には、当然に両社に対する
一切の債務の期限の利益を失い、直ちに債務を弁済します。こ
れにより損害が生じた場合でも両社に何ら請求は行わず、一切
私の責任といたします。
（１）私は、私が、暴力団、暴力団員、暴力団員でなくなった時か
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ら5年を経過しない者、暴力団準構成員、暴力団関係企業・
団体、総会屋等、社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力
集団等、その他これらに準ずるもの（以下これらを「暴力団
員等」といいます。）またはテロリスト等（疑いがある場合
を含みます。）に該当しないこと、および次の各号のいずれ
にも該当しないことを表明し、かつ将来にわたっても該当し
ないことを確約します。
①自己もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者
に損害を加える目的をもってするなど、不当に暴力団員等
またはテロリスト等を利用していると認められる関係を有
すること　　
②暴力団員等またはテロリスト等に対して資金等を提供し、
または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる
関係を有すること

（2）私は、私が自らまたは第三者を利用して次の各号に該当する
行為を行わないことを確約します。
①暴力的な要求行為　　
②法的な責任を超えた不当な要求行為
③両社との取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を
用いる行為
④風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて両社の信用
を毀損し、または両社の業務を妨害する行為
⑤その他前各号に準ずる行為

＜ご相談窓口＞
１. 商品等についてのお問い合わせ、ご相談はカードを利用さ
れた加盟店にご連絡ください。

2. カードのサービス、入退会手続等についてのお問い合わせ、
届出事項の変更、宣伝印刷物の送付等の営業案内の中止の
お申し出については下記にご連絡ください。

　　小田急電鉄株式会社
　〒１６０ -８３０９ 東京都新宿区西新宿１-８-３
　小田急カード専用デスク
　 ０３-5３６０-７６１６
　（９：００〜2１：００　年末年始を除き年中無休）
３. 本規約についてのお問い合わせ・ご相談、個人情報の開
示・訂正・削除等の会員の個人情報に関するお問い合わ
せ・ご相談および支払停止の抗弁に関する書面については
下記におたずねください。

　　小田急電鉄株式会社
　小田急カードお客様相談担当
　〒１６０-８３０９ 東京都新宿区西新宿１-８-３
　 ０３-３３４９-９９３１
　（１０：００〜１７：００　年末年始を除く平日）
４. 三菱UFJニコスに対する個人情報の開示・訂正・削除等の
会員の個人情報に関するお問い合わせ・ご相談については
下記におたずねください。

　　三菱UFJニコス株式会社　MUFGカードコールセンター
　〒４６０-８３55  愛知県名古屋市中区大須４-１１-52
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　 ナビダイヤル０５７０-０５０５３５または ０３-５４８９ - ６１６５
　（９:００〜１７ :００　年末年始を除き年中無休）

〔両社が加盟する個人信用情報機関の名称・住所・電話番号等
は下記のとおりです。〕

株式会社シー・アイ・シー（CIC）
（貸金業法・割賦販売法に基づく指定信用情報機関）
〒１６０-８３７５  東京都新宿区西新宿１-２３-７  

新宿ファーストウエスト１５階
０１２０-８１０-４１４　https://www.cic.co.jp/

〔三菱UFJニコスが加盟する個人信用情報機関の名称・住所・
電話番号等は下記のとおりです。〕

株式会社日本信用情報機構（JICC）
（貸金業法に基づく指定信用情報機関）
〒１１０-００１４  東京都台東区北上野一丁目１０番１４号 

住友不動産上野ビル５号館
０５７０-０５５-９５５　https://www.jicc.co.jp/

＜登録情報および登録期間＞

※上表のうち、個人信用情報機関が独自に収集し、登録する
ものは、④⑤となります。

※上表の他、CICについては、支払い停止の抗弁の申出が行わ
れていることが、その抗弁に関する調査期間中登録されま
す。

※上表の他、JICCについては、延滞情報は延滞継続中、延滞
解消の事実に係る情報は契約終了日から ５ 年以内（入会年
月日が２０１８年３月３１日以前の場合は延滞解消日から1年以内）、
および債権譲渡の事実に係る情報は債権譲渡日から1年以内

CIC JICC
①氏名、生年月日、性別、住
所、電話番号、勤務先、運転免
許証等の番号、本人確認書
類の記号番号等の本人情報

左記②③④⑤のいずれかの情報が
登録されている期間

②加盟個人信用情報機関を
利用した日および本契約に
係る申し込みの事実

当該利用日より
６カ月間

当該利用日より
６カ月以内

③入会年月日、利用可能枠、
貸付残高、割賦残高、年間
請求予定額等の本契約の内
容および債務の支払いを延
滞した事実、完済等のその
返済状況

契約期間中お
よび契約終了日

（完済していな
い場合は完済
日）から５年以
内

契約継続中およ
び契約終了日

（完済していな
い場合は完済
日）から５年以
内

④登録情報に関する苦情を
受け、調査中である旨

当該調査中の期間

⑤本人確認資料の紛失、盗
難等の本人申告情報

登録日より５年以内
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が登録されます。
〔当社または三菱UFJニコスが加盟する個人信用情報機関が提
携する個人信用情報機関〕
全国銀行個人信用情報センター

03-3214-5020　
　https://www.zenginkyo.or.jp/pcic/
※全国銀行個人信用情報センターは、主に金融機関とその関

係会社等を会員とする個人信用情報機関です。全国銀行個
人信用情報センターの加盟資格、加盟会員企業名等の詳細
は、上記の全国銀行個人信用情報センター開設のホームペ 
ージをご覧ください。

株式会社日本信用情報機構（JICC）
（貸金業法に基づく指定信用情報機関）
〒110-0014  東京都台東区北上野一丁目10番14号 

住友不動産上野ビル5号館
0570-055-955　https://www.jicc.co.jp/

〔両社または三菱UFJニコスが加盟する個人信用情報機関と提
携する個人信用情報機関の関係は以下のとおりです。〕

＊ 提携個人信用情報機関の加盟会員により利用される登録情報は、
「債務の支払いを延滞した事実等」となります。

＜リボルビング払いのご案内＞
1. リボルビング払いの毎月の弁済金

〈定額方式〉

〈残高スライド方式〉

※ご指定のない場合は定額方式Aコースとさせていただきます。

2. 手数料率
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加盟個人信用情報機関 提携個人信用情報機関 登録情報

CIC 全国銀行個人信用情報
センター、JICC ＊

JICC 全国銀行個人信用情報
センター、CIC ＊

50万円以下

締切日（毎月15日）
時点のご利用残高

1万円 2万円
Aコース

毎月の弁済金
Bコース

50万円超100万円以下 2万円 3万円
100万円超 3万円 4万円

10万円以下

締切日（毎月15日）
時点のご利用残高

1万円 5千円
標準コース

毎月の弁済金
長期コース

10万円超20万円以下 2万円 1万円
以降10万円増すごとに 1万円ずつ加算 5千円ずつ加算
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実質年率１５.００％
リボルビング払いの弁済金がお支払いコースの最低額に満た
ない場合は、弁済金全額をお支払いいただきます。
３. 弁済金の額の具体的算定例（リボルビング払いのお支払い例）
お支払いコースが定額方式Ａコースで4月１6日から５月１５日ま
でに１０万円ご利用した場合

①締切日（５月１５日）リボルビング払い利用残高	 １００,０００円
　毎月の弁済金（6月１０日お支払分）	 １０,０００円
　ご利用代金充当	 １０,０００円
　弁済金お支払後のリボルビング払い利用残高	
　　　　　　　　　	 9０,０００円（１００,０００円−１０,０００円）	
②締切日（6月１５日）リボルビング払い利用残高	 9０,０００円
　毎月の弁済金（７月１０日お支払分）	 １０,０００円
　ご利用代金充当	 8,７５１円（１０,０００円−１,249円）
　リボルビング払い未決済残高累計額		
　　	 （１００,０００円×2５日）＋（9０,０００円×6日）＝３,０4０,０００円
　手数料充当額	 １,249円（３,０4０,０００円×１５.００％÷３6５日）	
　弁済金お支払後のリボルビング払い利用残高
　　　　　　　　　	 8１,249円（9０,０００円−8,７５１円）

＜分割払いのご案内＞
１. 支払回数表

※	加盟店により、上記支払回数以外の回数がご指定いただける
場合があります。また、一部の加盟店では、指定できない支
払回数があります。

2. 分割払いを指定した場合に支払う合計金額（以下「支払総額」
といいます。）は、ショッピング利用代金（現金価格）に １ .
に基づき算出される分割払手数料を加算した金額となります。
また、毎月の支払金（以下「分割支払金」といいます。）は、
ショッピング利用代金（現金価格）と分割払手数料をそれぞ
れ支払回数で除した金額の合計とし、それぞれの金額に端数
が生じた場合は初回に算入するものとします。
３. 支払総額の具体的算定例（お支払い例）
現金価格１０万円を１０回払いでご利用の場合

　36

支 払 回 数 　（回） １５ １8 2０ 24
支 払 期 間　（カ月） １５ １8 2０ 24
手数料率（実質年率）（％） １５.００
利用代金（現金価格）
１００円あたりの分割払
手数料の額（円）

１０.2０ １2.24 １３.6０ １6.３2

　ボーナス一括

１〜6
０.００

０.００

３ ５ 6 １０

１2

支 払 期 間　（カ月） ３ ５ 6 １０

１2

手数料率（実質年率）（％） １2.2５ １３.５０ １３.７５ １4.５０

１4.７５

利用代金（現金価格）
１００円あたりの分割払
手数料の額（円）

2.０4

１
１
０.００

2
2

０.００ ３.4０ 4.０8 6.8０

8.１6

支 払 回 数 　（回）



分割払手数料  100,000円×（6.80円／100円）＝6,800円
支払総額 100,000円＋6,800円＝106,800円
分割支払金 100,000円÷10回＋6,800円÷10回＝10,680円

＜キャッシングサービスおよびカードローンのご案内＞
キャッシングサービス

・担保／保証人：不要
・ATM利用手数料（税込）：

取引金額1万円 110円
取引金額2万円以上 220円

・遅延損害金：年率19.92％（1年を３6５日とする日割計算）
・資金使途：自由（ただし、事業資金は除きます。）
・貸付けの利率が旧利息制限法第1条第1項に規定する利率を超

えているときは、超える部分についてのお支払義務はありま
せん。

・指定紛争解決機関：日本貸金業協会貸金業相談・紛争解決セ
ンター

カードローン
ご返済時は毎月一定額の元金に、別途お利息が加算となる方式
です。

・担保／保証人：不要
・ATM利用手数料（税込）：

取引金額1万円 110円
取引金額2万円以上 220円

・遅延損害金：年率19.92％（1年を３6５日とする日割計算）
・資金使途：自由（ただし、事業資金は除きます。）
・貸付けの利率が旧利息制限法第1条第1項に規定する利率を超

えているときは、超える部分についてのお支払義務はありま
せん。

・カードローンは、家族会員の方、学生会員の方はご利用いた
だけません。

・カードローンの「返済期間」「返済回数」「返済期日」「返済
金額」は、本会員が新規のご利用またはご返済をされた場合
は変動します。

・指定紛争解決機関：日本貸金業協会貸金業相談・紛争解決セ
ンター

　＜お支払い例＞
　4月2５日に20万円（実質年率17.9５％）ご利用した場合
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融資利率
（実質年率）

返済方式

一般会員 14.9５％〜17.9５％
（1年を３6５日とする日割計算）

ゴールド会員 14.9５％
（1年を３6５日とする日割計算）

毎月元金定額返済
（ボーナス併用返済、一部返済もできます。）

融資利率（実質年率）

返済方式

14.9５％〜17.9５％

元利一括払い
（1年を３6５日とする日割計算）



（1）初回お支払額（6月10日）	 12,065円
　　　ご利用代金（元金）充当額	 10,000円
　　　カードローン融資残高の累計
　　｛200,000円×21日（4月25日〜5月15日）｝＝4,200,000円
　　　カードローン利息充当額	 2,065円

（4,200,000円×17.95％÷365日）
　　　初回お支払額お支払い後のカードローン利用残高
　　　　　　　　　　　　　　	 190,000円

（200,000円−10,000円）
（2）第2回お支払額（7月10日）	 13,019円

　　　ご利用代金（元金）充当額	 10,000円
　　　カードローン融資残高の累計
　　｛200,000円×25日（5月16日〜6月9日）｝

＋｛190,000円×6日（6月10日〜6月15日）｝＝6,140,000円
　　　カードローン利息充当額	 3,019円

（6,140,000円×17.95％÷365日）
　　　第2回お支払額お支払い後のカードローン利用残高
　　　　　　　　　　　　　　	 180,000円

（190,000円−10,000円）
◎指定紛争解決機関

「楽Pay」特約

第１条（総則）
　	　本特約は、小田急電鉄株式会社（以下「当社」といいます。）
が提供する「楽Pay」の利用について定めたものです。当社
に対し、本特約およびOPクレジット（Visa/MastercardⓇ）
会員規約（以下「会員規約」といいます。）を承認のうえ、
所定の方法で申し込みをし、当社が適当と認めた本会員およ
びその家族会員（以下、総称して「特約会員」といいます。）
は、本特約に定める「楽Pay」（以下「本サービス」といい
ます。）を利用することができるものとします。なお、本特
約で使用する用語の意味は、特に指定のない限り、会員規約
において定義した内容に従うものとします。
第２条（指定金額および支払い）
1.本条において「指定金額」とは、本サービス利用代金および、
第3条に定める手数料額（以下「本件手数料額」といいます。）
（以下、総称して「本サービス対象代金」といいます。）の支払
いとして毎月の各約定支払日において支払う金額の上限額と
して、特約会員が当社所定の方法により5千円以上5千円単位
（ただし、上限を10万円とします。）で指定した金額をいいます。
2. 特約本会員が「指定金額」として指定できる金額は、指定
金額の登録時点における本サービス利用代金の残高（以下
「本サービス利用残高」といいます。）に応じた次頁の表の
「最低指定額」欄の金額以上の金額で、かつ5千円単位で指
定した金額とします。ただし、当社が特に認めた場合はこ
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の限りではありません。

３. 特約本会員が、会員規約第２９条第 ２ 項に定める「ボーナス
加算返済の申し出」を行い、当社が認めた場合、特約本会
員は、本サービス対象代金の返済として、「ボーナス加算
返済の申し出」の際に指定した「ボーナス月」の約定支払
日に、「ボーナス加算金額」を「指定金額」に加算して支
払うものとします。

４. 前２項にかかわらず、毎月の各約定支払日において本件手
数料額として支払うべき金額が、「指定金額」（当該約定支
払日に「ボーナス加算金額」の支払いがある場合には「指
定金額」と「ボーナス加算金額」の合計額。本項において
以下同じ。）を上回った場合には、特約本会員は、当該約
定支払日においては、本サービス対象代金の支払いとして、
「指定金額」ではなく、当月の約定支払日に支払うべき本
件手数料額全額を支払うものとし、特約本会員はこれを予
め了承するものとします。

５. 特約本会員は、「指定金額」を変更する場合には、毎月の
各約定支払日に応じて当社が定める期日までに当社所定の
方法により申し出るものとし、当該申し出を当社が適当と
認めた場合に限り、当該約定支払日以降における「指定金
額」の変更が行われるものとします。なお、特約本会員が
本項に基づく変更後の「指定金額」として指定できる金額
についても、本条第 ２項の定めが適用されるものとします。

６. 本サービス登録後の特約本会員の本サービス利用代金の支
払方式は、会員規約第２７条第 １項にかかわらず、各約定支
払日に支払うべき本サービス利用代金が「指定金額」の範
囲内の場合は１回払いとし、「指定金額」を超えた場合にお
ける当該超過額についてはリボルビング払いとします。な
お、ショッピング利用の際に２回払い、ボーナス一括払い、
分割払いを指定した場合は、当該ショッピング利用代金の
支払方式はショッピング利用の際に指定した支払方式とな
ります。ただし、当社が指定する加盟店では、全てが１回
払いとなる場合があります。

７. 特約本会員が申し出、当社が適当と認めた場合には、特約
本会員は、会員規約第３１条に従い、本サービス対象代金の
全部又は一部を繰り上げ返済することができます。

第３条（手数料の計算および支払い）
　�　特約本会員は当社に対し、本サービスの手数料として、締
切日（毎月１５日）の翌日から翌月の締切日（毎月１５日）までの付利
単位１００円で計算した日々の本サービス利用残高に対し、当
社所定の手数料率（実質年率１５.００％）を乗じ、年３６５日で日割り
計算した金額を、翌々月の約定支払日に後払いするものとし
ます。ただし、本サービスに係るカード利用の利用日から起
算して最初に到来する締切日（毎月１５日）が属する月の翌月の
約定支払日前日までの期間は手数料計算の対象としません。
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本サービス
利用残高
最低指定額

２０ 万円以下 ２０万円超
５０万円以下
１万円

５０万円超
１００万円以下
２万円

１００ 万円超

３万円５千円
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小田急ポイントカード特約
１.�会員は、後に掲げる小田急グループ各社（以下「小田急グル�
ープ」といいます。）が、本特約第2項に掲げる目的のために、
以下の情報を共有することを予め承諾するものとします。

　＜共有する情報＞
①小田急お客さま番号（カード券面に記載のポイント会員番
号）、氏名、生年月日、性別、住所、電話番号等、当社に当
社所定の入会申込書等により届け出ている会員の情報
②会員のカードの利用内容および小田急グループとの取引内容

第４条（「楽Pay」の解除）
　�　本サービスの利用を取り止める場合は、特約本会員が当社
の定める方法で本特約を解約する旨の申し出を行うものとし
ます。なお、本特約を解約する際に本サービス利用残高があ
る場合には当社所定のリボルビング払いの支払コースにて支
払うものとします。
第５条（特約の改定）
　�　将来、本特約が改定された場合は、当社がその内容を通知
した後に特約本会員またはその家族会員がカード利用をした
ときは、全ての会員が当該変更事項を承認したものとみなし
ます。
第６条（会員規約の適用）
　�　本特約に定めのない事項については、会員規約を適用する
ものとします。
〈弁済金の額の具体的算定例（リボルビング払いのお支払い
例）〉（指定金額が５万円の場合）
４月１６日から５月１５日までに１回払いでショッピング利用をした金
額が１０万円であった場合
⑴　締切日（５月１５日）本サービス利用残高��………１００,０００円
　　初回弁済金（ ６月１０日）� ………………………… ５０,０００円
　　ご利用代金（元金）充当�………………………… ５０,０００円
　　初回弁済金お支払後の本サービス利用残高�…… ５０,０００円

（１００,０００円−５０,０００円）
⑵　締切日（６月１５日）本サービス利用残高�……… ５０,０００円
　　第 ２回弁済金（ ７月１０日）� ……………………… ５０,０００円
　　ご利用代金（元金）充当�………………………… ４９,８７７円
　　手数料充当額�……… １２３円（６月１０日〜６月１５日までの分）
　　第 ２回弁済金お支払後の本サービス利用残高�…… １２３円

（５０,０００円−４９,８７７円）
　　（注）手数料計算方法
　　　｛５０,０００円×６日（６月１０日〜６月１５日）｝

×１５.００％÷３６５日＝１２３円
⑶　締切日（７月１５日）本サービス利用残高��………… １２３円
　　第 ３回弁済金（ ８月１０日）� ………………………… ６１６円
　　ご利用代金（元金）充当�…………………………… １２３円
　　手数料充当額�……… ４９３円（６月１６日〜７月１５日までの分）
　　第 ３回弁済金お支払後の本サービス利用残高�……… ０円
　　（注）手数料計算方法
　　　｛５０,０００円×２４日（６月１６日〜７月９日）＋１００円＊
� ���×６日（７月１０日〜７月１５日）｝×１５.００％÷３６５日＝４９３円
　　＊付利単位は１００円となります。
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をポイントサービス等の優遇サービスに対応させポイント化
した情報および小田急グループからの提案内容
③小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイント特約
第7条に基づき当社が株式会社パスモから提供を受けた「会
員のPASMOのバリューを使用した情報および再発行等によ
るPASMO交換情報」ならびに「オートチャージ登録情報」

　※�「PASMOのバリュー」とは、専らPASMO取扱事業者が定
める旅客運賃の支払いや乗車券類との引換え、PASMO加盟
店における電子マネー取引に充当する、PASMOに記録され
た金銭的価値をいいます。

　　�「会員のPASMOのバリューを使用した情報および再発行等
によるPASMO交換情報」とは、会員が指定したPASMOの
バリューを使用した情報のうち当社にかかわる情報および
カード交換情報をいいます。

　　�「オートチャージ登録情報」とは、クレジット番号および
PASMOのカード番号をいいます。

2.�本特約第1項により当社および小田急グループで共有され
た情報は、以下の目的で利用されるものとします。
　＜目的＞
①小田急グループによるポイントサービス等の優遇サービス
の実施
②小田急グループが取り扱う商品・サービスに関する情報の
会員へのご案内、アフターサービスの提供
③小田急グループが所有する不動産のテナント各店が取り扱
う商品・サービスに関する情報の会員へのご案内、アフタ�
ーサービスの提供
④小田急グループが取り扱う商品・サービスに関する新商
品・新機能・新サービス等の開発および市場調査等のアン
ケートへの使用
⑤小田急グループから会員への取引上必要な連絡および取引
内容の確認
⑥小田急グループにおける会員からのお問い合わせに対する対応
　※�なお、小田急グループからの商品、サービス情報のご案内
および市場調査等のアンケートへの使用については、会員
の申し出により、いつでも開始または停止することができ
ます。開始または停止に関するお問い合わせは、会員規約
末尾に記載の当社相談窓口へご連絡ください。

3.�小田急グループは、本特約第１項により共有する会員の情報を
厳正に管理し、会員のプライバシー保護に十分に注意を払うと
ともに、前項に掲げる目的以外には使用しないものとします。
4.�会員は、業務委託に関し、以下の各号について予め異議なく
承諾するものとします。
⑴小田急グループが、小田急グループの指定する委託先（以下
「指定委託先」といいます。）に対して、次の業務を委託すること
＜委託業務＞　�小田急グループから会員へのダイレクトメ�

ール送付業務
　　　　　　　カードの情報処理・電算機処理業務および�
　　　　　　これらに付随する業務

⑵小田急グループが、本特約第4項第1号の委託業務の範囲を
追加・変更することがあること
⑶指定委託先が本特約第4項第1号の業務を行うために必要な
範囲で、会員に関する情報を小田急グループが指定委託先に
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小田急ポイントサービス特約
第１条（特約の目的）
⑴当社は、会員に対し、会員規約第6条に定める付帯サービスの
1つとして、当社が指定する小田急ポイントサービス加盟店（以
下「ポイント加盟店」といいます。）において本特約の規定に従っ

提供すること
5.�本特約に定めのない事項は会員規約の規定に準ずるものとし
ます。また、本特約の改定は、会員規約の「会員規約およびそ
の改定」にかかる条項が準用されます。

《小田急グループ》
小田急電鉄㈱、箱根登山鉄道㈱、江ノ島電鉄㈱、箱根登山バ
ス㈱、神奈川中央交通㈱、小田急バス㈱、立川バス㈱、東海
自動車㈱、箱根登山観光バス㈱、㈱江ノ電バス、神奈川中央
交通東㈱、神奈川中央交通西㈱、神奈中観光㈱、小田急シティ
バス㈱、㈱伊豆東海バス、㈱南伊豆東海バス、㈱西伊豆東海
バス、㈱新東海バス、㈱東海バスオレンジシャトル、小田急
箱根高速バス㈱、小田急交通㈱、私鉄協同無線センター㈱、
箱根登山ハイヤー㈱、神奈中タクシー㈱、㈱湘南相中、㈱海
老名相中、㈱厚木相中、川崎交通産業㈱、新立川交通㈱、伊
豆急東海タクシー㈱、小田急交通南多摩㈱、箱根観光船㈱、
箱根ロープウェイ㈱、大山観光電鉄㈱、富士汽船㈱、小田急
箱根ホールディングス㈱、東海輸送㈱、小田急オートサービ
ス㈱、㈱小田急百貨店、小田急商事㈱、㈱北欧トーキョー、
江ノ電エリアサービス㈱、㈱神奈中商事、神奈川三菱ふそう
自動車販売㈱、神奈中相模ヤナセ㈱、㈱小田急友の会、㈱白鳩、
㈱ジェネリックコーポレーション、小田急食品㈱、小田急不
動産㈱、㈱小田急ハウジング、Odakyu�Australia�Pty�Ltd.、
箱根施設開発㈱、M.S.B.R�Land�Holding�Pvt�Ltd.、Odakyu�
Lanka�Pvt�Ltd.、㈱小田急リゾーツ、㈱ホテル小田急、㈱ホ
テル小田急静岡、㈱ホテル小田急サザンタワー、箱根プレザ
ント㈱、㈱グランドホテル神奈中、UDS㈱、沖縄UDS㈱、誉
都思建筑咨 （北京）有限公司、誉都思酒店管理（北京）有
限公司、韓国UDS㈱、㈱小田急レストランシステム、ジロー
レストランシステム㈱、㈱神奈中システムプラン、㈱ドリー
ムサークル、㈱ジロープランニングサービス、ジローレスト
ランツエイジア（カンボジア）、㈱小田急トラベル、㈱エリ
スタ、㈱小田急スポーツサービス、㈱富士小山ゴルフクラブ、
㈱神奈中スポーツデザイン、㈱小田急エンジニアリング、神
中興業㈱、横浜車輌工業㈱、㈱東海車輌サービス、㈱小田急
ビルサービス、箱根登山トータルサービス㈱、横浜ビルシス
テム㈱、東海綜合警備保障㈱、小田急デパートサービス㈱、
㈱コンフィット、㈱ウェルハーツ小田急、㈱小田急エージェ
ンシー、㈱アドベル、㈱神奈中情報システム、㈱フラッグス
ビジョン、㈱小田急フィナンシャルセンター、㈱神奈中アカ
ウンティングサービス、㈱小田急プラネット、㈱ヒューマニッ
クホールディングス、㈱ヒューマニック、㈱小田急保険サー
ビス、㈱小田急グループマテリアルズ、

計99社��2019年11月30日現在
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て利用することができるサービスを提供します。
⑵ポイントサービス以外の事項に関しては、会員規約および小
田急ポイントカード特約に従うものとします。

第２条（カードの利用特典）
⑴加盟店で、商品・権利の購入、サービスの提供を受ける際、会員
には次のとおりポイントが付与されます。
①お買上げ・ご利用ポイント
ア.�ポイント加盟店でカードを提示することにより、お買上
げ・ご利用ポイントが付与されます。

イ.�ポイント加盟店によりポイント付与率や対象商品・サー
ビス、対象となる支払方法、付与日などの付与方法が異
なります。

ウ.�他のポイントを含む優待および割引制度を利用した場
合、ポイント付与はされません。

②クレジットご利用ポイント
ア.�加盟店でカードによるクレジット決済をしたとき、カー
ド決済金額に応じて、クレジットご利用ポイントが付与
されます。

イ.�クレジットご利用ポイントは、利用代金明細書に表示さ
れ、約定支払日に付与されます。ただし、リボルビング払
い・分割払いを指定したときには、初回の約定支払日に
当該お買い上げ金額の全額相当分のポイントが一度に
付与されます。

ウ.�カード年会費、キャッシングサービス、カードローン
等金融商品の利用分、その他当社がポイント対象外と指
定する利用分は、ポイント付与の対象となりません。

※ポイント加盟店を除く加盟店においてクレジット決済をし�
たときには、①のポイントは付与されません。
③小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイント
ア.�小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイン
トは、小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用
ポイント特約第3条に基づき付与されます。

イ.�小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイン
トは、毎月1日から末日までのPASMOのバリューを使
用した情報を集計し、その翌月の12日以降に付与され
ます。

④ポイントの合算
　　�上に掲げる、本会員の利用によるポイントと家族会員の�
利用によるポイントは合算されます。

⑵会員は以下のとおりポイント加盟店でポイントを利用する
ことができます。
①ポイント加盟店におけるポイントの利用方法は、以下のと
おりで、ポイント加盟店により方法が異なります。
ア.�1ポイント単位で、ポイントを商品・権利、サービスの代
金に直接充当する方法

イ.�当社が指定する商品・サービス（ポイント還元商品）に�
引き換える方法

ウ.��その他当社またはポイント加盟店の指定する方法
②合算したポイントは、本会員、家族会員のいずれのカード�
からでも利用できます。
③ポイントの利用方法にかかわらず、釣銭はお出しできません。
④ポイントは現金との引き換えはできません。
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⑤ポイントの利用除外品は、タバコ、商品券、各種プリペイドカ 
ード、各種ギフト券、切手印紙、その他の加盟店が指定する
ものとします。

第３条（ポイントの積立期間・有効期限）
⑴ポイントの積立期間は本会員の入会月から翌年同月末日 

までを初年度とし、次年度以降については、初年度終了月末
日の翌日から1年間を各年度として、この各年度をポイント
積立期間とします。ポイントの積立は年度毎に終了し、年度
を越えるポイントの持ち越しはできません。

⑵ポイントの有効期限は、積立期間終了後3カ月間とします。
⑶本特約第4条の処理により、ポイントがマイナスになった場

合のポイントは次年度に持ち越されるものとします。
第４条（返品・取消時の処理）

⑴ポイント加盟店において購入した商品・権利および提供され
たサービスを、会員の都合その他の事由で返品・取消した場 
合は、レシートとともにカードを提示し、当該付与ポイント 
数を累計ポイントから差し引くものとします。なお、ポイン 
トがマイナスになった場合には、当社が認めた場合を除き、 
マイナスポイント数に相当する現金を請求します。

⑵商品・権利の購入およびサービスを受けた際に、ポイントの 
利用があった場合には、ポイント加盟店による同数のポイン
ト、またはそれに相当する現金にてお戻しします。

⑶クレジットご利用ポイントの減算が生じる場合は、減算相当
分のポイントを当該返品の精算月の約定支払日に差し引く 
ものとします。

第５条（カード再発行時のポイント）
会員がカードを破損またはカードが磁気不良で読取不可能と 

なり、当社がカードを再発行した場合には、それまでの有効ポ 
イントは再発行したカードに移行されます。ただし、カードの 
紛失・盗難が発生した場合、第三者に利用されたポイントおよ 
びポイントの失効について当社は一切の責任を負いません。
第６条（業務委託）

⑴会員は、当社が当社の指定する委託先（以下「指定委託先」と 
いいます。）に対して、次の業務を委託することを予め承諾す
るものとします。
①ポイントの加算・利用にかかわる業務
②ポイントの情報処理・電算機処理に附随する業務
③その他ポイントにかかわる業務のうち当社が指定したもの

⑵会員は、当社が前項の指定委託先に対する委託業務の範囲を
追加・変更することがあることを予め承諾するものとします。

⑶会員は、指定委託先が本条第1項の業務を行うために必要な
範囲で、会員に関する情報を当社が指定委託先に提供するこ
とを予め承諾するものとします。

第７条（会員資格の喪失）
会員資格を喪失した場合は、ポイントの残数・利用累計金額に 

関する権利を喪失するものとします。
第８条（本特約およびその改定）
本特約に定めのない事項は、会員規約の規定に準ずるもの
とします。また、本特約の改定は、会員規約第52条「会員規
約およびその改定」にかかる条項が準用されます。
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小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイント特約
第１条（特約の目的）

⑴当社は、会員に対し、小田急ポイントサービス特約第2条第
１項第3号に定める小田急乗車ポイント／小田急電子マネー
ご利用ポイントを本特約の規定に従って付与します。

⑵小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイント以外
の事項に関しては、会員規約およびこれに関する特約ならび
に株式会社パスモの定める規定によるものとします。また、
PASMOおよびPASMOオートチャージサービスに関する内
容は、株式会社パスモのPASMO取扱規則およびオートチャ 
ージサービス取扱規則、運送等に関する取り扱いは、当社の
旅客営業規則およびICカード乗車券取扱規則等、電子マネー
サービスに関する内容は、株式会社パスモのPASMO電子マ
ネー取扱規則によります。

第２条（対象となる会員）
⑴小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイントの対

象は、会員のうち、カードで株式会社パスモの提供するオー
トチャージサービスに申し込み、株式会社パスモに承認され
た会員で、当社および株式会社パスモが会員の個人情報を本
特約第 7 条の定めるとおり取り扱うことに予め同意した会員
に限ります。

⑵前号に定める会員が所持する、カードによるオートチャージ 
設定情報が記録されたPASMOを、「オートチャージPASMO」
といいます。

第３条（小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイントの付与）
⑴当社は、当社の定める付与基準により、本特約第2条に定め

る会員に対し、以下の各号のとおり小田急乗車ポイント／小
田急電子マネーご利用ポイントを付与します。
①オートチャージPASMOで改札機による入出場を行い、小

田急線を利用した場合、PASMOのバリューを使用した情
報に基づき、小田急乗車ポイントを付与します。

②当社が指定するPASMO加盟店においてオートチャージ
PASMOで電子マネー取引を行った場合、PASMOのバリ 
ューを使用した情報に基づき、小田急電子マネーご利用ポ
イントを付与します。

③オートチャージPASMOを再発行等した場合、PASMO交
換情報に基づき、小田急乗車ポイント／小田急電子マネー
ご利用ポイントを付与します。

⑵当社は、小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイ
ントの付与基準を予告なく変更する場合があります。

第４条（免責）
⑴当社は、当社の運営上の都合や障害の発生等により、本特約

に基づく小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイ
ントの付与を一時的に中断または休止することがあります。

⑵改札機等の障害や輸送障害、または電子マネー決済端末や通
信機器の障害等により、やむを得ずPASMOの利用ができな
いことによって、当該利用に対する小田急乗車ポイント／小
田急電子マネーご利用ポイントの付与ができない場合であっ
ても当社および株式会社パスモはその責を負いません。

⑶小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイントは、
当社が付与するサービスであり、株式会社パスモは小田急乗車
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＜年会費のご案内＞※表示金額は税込となります。

※上記にかかわらず、入会2年度目以降の年会費は、毎年年会費
請求月の前月15日から過去1年遡った期間内にショッピング
利用の合計額が当社所定の金額以上あり、かつその期間内に
売上票が当社へ到着している場合には、当社が負担します。

ゴールドカード会員

本　会　員 11,000円（税込）

家 族 会 員
1名さま分は当社が負担します。
2名さま以上の場合、2人目
より1名さまにつき1,100円
（税込）

一般カード会員

550円（税込）
ただし初年度は当社が
負担します。

1名さまにつき110円（税込）
ただし初年度は当社が負
担します。
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ポイント／小田急電子マネーご利用ポイントに関してその責を
負いません。

第５条（小田急乗車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイント付
与中止の申し出）
会員は、当社所定の方法により、小田急乗車ポイント／小田急
電子マネーご利用ポイントの付与の中止を申し出ることができま
す。ただし、小田急乗車ポイントまたは小田急電子マネーご利用
ポイントのうち、どちらか一方だけを中止することはできません。
第６条（退会時の取り扱い）
前条の申し出の場合の他、会員がカードの退会または会員資格
を喪失した場合、もしくはPASMOオートチャージサービスを退
会した場合、会員は、当社の手続き完了日の属する月の小田急乗
車ポイント／小田急電子マネーご利用ポイントに関する権利を喪
失するものとします。
第７条（株式会社パスモからの個人情報の提供）
⑴会員は、会員が株式会社パスモより当社に提供されることに
同意した会員のPASMOのバリューを使用した情報および再
発行等によるPASMO交換情報を、当社が小田急乗車ポイン
ト／小田急電子マネーご利用ポイントの付与および小田急ポ
イントカード特約第2項に定める目的のために利用すること
を予め承諾するものとします。
⑵会員は、会員が株式会社パスモより当社に提供されることに
同意したオートチャージ登録情報を、当社が小田急乗車ポイ
ント／小田急電子マネーご利用ポイントの付与および小田急
ポイントカード特約第2項に定める目的のために利用するこ
とを予め承諾するものとします。



※お客さまのご利用可能枠、カードローン利用可能枠、手数料率、
融資利率は、「カード発行のご案内」（カード発行台紙）をご覧
ください。

※会員規約に同意いただけない場合は、退会の手続きをとらせ
ていただきますので、小田急カード専用デスクまでご連絡く
ださい。

B00030 � 20.04 TP80,000
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